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コ
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党
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ら
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コ
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ラ
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保
守
党
へ

二　

権
限
移
譲
の
消
極
的
受
け
入
れ
と
党
勢
の
停
滞

三　

汚
名
返
上
戦
略
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二
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一
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年
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挙

五　

分
離
独
立
住
民
投
票

六　

分
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独
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票
後
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コ
ッ
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守
党
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第
二
次
世
界
大
戦
が
終
結
し
て
か
ら
七
〇
年
が
経
過
す
る
中
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
い
て
め
ざ
ま
し
い
台
頭
を
見
せ
た
政
党
は
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
分
離
独
立
を
め
ざ
す
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
民
党
（
Ｓ
Ｎ
Ｐ
：Scottish N

ational P
arty

）
で
あ
る
（M

itchell, B
ennie 

and Johns 2012
）。
一
方
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
に
対
し
て
労
働
党
と
保
守
党
の
二
大
政
党
は
勢
力
を
大
き
く
後
退
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
衰
退

の
時
期
が
よ
り
早
く
訪
れ
、
ま
た
衰
退
の
規
模
が
よ
り
大
き
か
っ
た
の
は
保
守
党
で
あ
っ
た
。

　

保
守
党
は
一
九
五
五
年
総
選
挙
に
お
い
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
過
半
数
議
席
を
獲
得
し
た
ば
か
り
か
、
有
効
投
票
総
数
の
過
半
数
を
獲

得
す
る
ほ
ど
大
き
な
支
持
を
得
て
い
た
。
単
純
化
す
れ
ば
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
半
数
以
上
が
保
守
党
を
支
持
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
か
ら
四
〇
年
ほ
ど
過
ぎ
た
一
九
九
七
年
総
選
挙
で
は
、
保
守
党
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
得
票
率
を
一
九
五
五
年
の
ほ

ぼ
三
分
の
一
に
低
下
さ
せ
、
議
席
に
つ
い
て
は
、
わ
ず
か
一
議
席
も
獲
得
で
き
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

の
後
、
二
一
世
紀
に
入
っ
て
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
保
守
党
の
党
勢
が
上
向
く
兆
候
は
見
ら
れ
ず
、
総
選
挙
の
得
票
率
で
は
一
五
％

前
後
、
獲
得
議
席
は
わ
ず
か
一
議
席
と
い
う
危
機
的
な
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　

戦
後
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
保
守
党
の
衰
退
に
関
し
て
、
一
九
七
九
年
か
ら
一
九
九
七
年
ま
で
一
八
年
間
に
及
ぶ
保
守
党
政
権
が

大
き
な
原
因
と
な
っ
た
と
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
（H

assan 2012

）。
こ
の
時
期
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
人
々
が
必
ず
し
も
支
持
し
た

わ
け
で
は
な
い
新
自
由
主
義
改
革
を
、
イ
ギ
リ
ス
議
会
（
連
合
王
国
議
会
も
し
く
は
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
議
会）

1
（

）
の
過
半
数
議
席
を
握
る

保
守
党
政
権
が
断
行
し
た
結
果
、
重
工
業
を
中
心
と
す
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
主
要
産
業
が
衰
退
し
、
失
業
者
が
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
保

守
党
に
対
す
る
批
判
的
な
見
方
が
強
ま
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
時
期
の
総
選
挙
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
い
て
二
割
か
ら

三
割
程
度
の
得
票
率
お
よ
び
議
席
し
か
獲
得
で
き
な
か
っ
た
保
守
党
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
多
数
の
議
席
を
得
る
こ
と
に
よ
り
政
権
を
維
持
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し
て
い
た
こ
と
か
ら
、保
守
党
に
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
統
治
す
る
民
主
主
義
的
権
限
は
な
い
と
す
る
﹁
統
治
権
の
欠
如
（no-m

andate

）﹂

論
が
影
響
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
（H

assan 2014a, 130

）。

　

そ
の
た
め
、
保
守
党
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
人
々
を
代
表
す
る
政
党
で
は
な
い
（unScottish

）、
あ
る
い
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
利

益
を
損
な
う
反
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
的
政
党
で
あ
る
（anti-Scottish

）、
と
い
う
汚
名
も
し
く
は
マ
イ
ナ
ス
の
レ
ッ
テ
ル
が
貼
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
保
守
党
の
党
勢
は
右
肩
下
が
り
に
な
っ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
（Seaw

right 1999, 

137-139

）。

　

ま
た
、
同
時
期
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
、
大
幅
な
自
治
権
を
持
つ
分
権
議
会
の
設
立
を
求
め
る
動
き
が
強
ま
っ
た
が
、
保
守
党
政
権
が

こ
う
し
た
権
限
移
譲
の
求
め
を
拒
絶
し
た
こ
と
が
、
さ
ら
に
保
守
党
支
持
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
帰
結
が
、

保
守
党
が
政
権
を
喪
失
し
た
一
九
九
七
年
総
選
挙
に
お
け
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
の
獲
得
議
席
ゼ
ロ
と
い
う
惨
敗
で
あ
っ
た
。

　

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
前
半
に
か
け
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
自
の
政
治
行
政
制
度
の
発
展
に
最
も
貢
献
し

た
の
は
保
守
党
で
あ
っ
た
。
一
八
八
五
年
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
行
政
を
担
当
す
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
省
を
発
足
さ
せ
た
の
は
保
守
党
政
権

で
あ
り
、
一
八
九
二
年
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
省
の
所
管
大
臣
を
閣
僚
と
し
て
内
閣
の
メ
ン
バ
ー
に
加
え
た
の
も
保
守
党
政
権
で
あ
っ
た
。
さ

ら
に
、
一
九
二
六
年
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
省
担
当
大
臣
を
﹁
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
大
臣
（Secretary of State for Scotland

）﹂
と
し
て
、

内
閣
の
主
要
メ
ン
バ
ー
の
地
位
に
引
き
上
げ
た
の
も
保
守
党
政
権
だ
っ
た
の
で
あ
る
（M

itchell 2003, 182-188; 

梅
川
二
〇
〇
六
、六
八
）。

　

こ
の
よ
う
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
独
自
の
政
治
行
政
制
度
を
発
展
さ
せ
る
う
え
で
目
に
見
え
る
貢
献
を
し
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う

に
、
二
〇
世
紀
前
半
ま
で
の
保
守
党
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
人
々
の
要
望
に
対
し
て
適
切
に
対
応
し
て
き
た
こ
と
が
、
一
九
五
五
年
総
選
挙

で
の
有
効
投
票
の
過
半
数
獲
得
と
い
う
大
き
な
成
果
を
も
た
ら
す
一
因
に
な
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の

後
、前
述
の
よ
う
に
、保
守
党
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
人
々
が
求
め
て
い
な
い
新
自
由
主
義
改
革
を
行
う
一
方
で
、ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
人
々
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に
求
め
ら
れ
て
い
た
権
限
移
譲
を
拒
否
す
る
と
い
う
頑
な
な
対
応
の
影
響
に
よ
り
、
党
勢
が
大
き
く
落
ち
込
む
こ
と
に
な
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
ま
ず
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
末
ま
で
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
保
守
党
、
す
な
わ
ち
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
の

歴
史
を
概
観
し
、
政
党
組
織
に
関
す
る
中
央
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
間
の
関
係
、
お
よ
び
、
権
限
移
譲
問
題
に
関
す
る
対
応
に
注
目
す
る
。

そ
の
上
で
、
一
九
九
九
年
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
設
立
以
降
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
が
権
限
移
譲
の
問
題
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
適

応
を
見
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
検
討
す
る
。
さ
ら
に
、
二
〇
一
四
年
九
月
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
分
離
独
立
住
民
投
票
に
お
け
る
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
保
守
党
の
対
応
、
そ
し
て
、
分
離
独
立
否
決
後
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
の
将
来
に
つ
い
て
展
望
し
て
み
た
い
。

一
　
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
統
一
党
か
ら
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
へ

　

一
九
世
紀
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
政
治
の
転
換
点
の
一
つ
と
し
て
、
一
八
八
六
年
の
自
由
党
分
裂
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
と
き
ウ

ィ
リ
ア
ム
・
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ー
ン
（W

illiam
 G

ladstone

）
首
相
が
議
会
に
提
出
し
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
自
治
法
案
へ
の
賛
否
を
め
ぐ
っ
て
、

与
党
で
あ
っ
た
自
由
党
が
分
裂
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
自
治
を
認
め
れ
ば
イ
ギ
リ
ス
の
分
裂
に
つ
な
が
り
か
ね
な

い
、
と
す
る
ジ
ョ
ゼ
フ
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
（Joseph C

ham
berlain

）
な
ど
の
反
対
派
は
、
自
由
党
を
離
れ
て
新
た
に
自
由
統
一
党
を
結

成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
方
、
二
大
政
党
の
相
手
方
の
自
由
党
が
分
裂
し
た
こ
と
は
、
保
守
党
に
と
っ
て
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
あ
っ
た
。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
自
治
法
案
が
議
会
で
否
決
さ
れ
た
た
め
に
、
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ー
ン
首
相
は
下
院
を
解
散
し
て
総
選
挙
で
国
民
の
信
を
問
う
こ

と
に
な
っ
た
。
こ
の
と
き
保
守
党
は
す
か
さ
ず
新
党
の
自
由
統
一
党
と
協
力
関
係
を
結
び
、
一
八
八
六
年
総
選
挙
で
勝
利
を
お
さ
め
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
る
（B

row
n and F

raser 2013, 392-395

）。

　

そ
の
後
、
保
守
党
と
自
由
統
一
党
は
緊
密
な
関
係
を
維
持
し
、
選
挙
協
力
や
連
立
政
権
構
築
な
ど
で
協
力
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
し
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ば
ら
く
の
間
、
組
織
的
に
は
別
個
の
政
党
と
い
う
形
式
を
続
け
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
一
二
年
に
三
度
目
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
自
治
法
案
が

時
の
自
由
党
政
権
に
よ
っ
て
議
会
に
提
出
さ
れ
る
と
、前
年
に
制
定
さ
れ
た
議
会
法
で
上
院
の
権
限
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
自
治
が
現
実
の
問
題
と
し
て
迫
っ
て
く
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
切
迫
し
た
状
況
の
中
で
、
そ
れ
ま
で
の
よ
う
に
保

守
党
と
自
由
統
一
党
が
別
個
の
組
織
を
維
持
す
る
よ
り
も
、
選
挙
区
組
織
か
ら
全
国
組
織
に
至
る
ま
で
、
す
べ
て
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
両
党
の
合

同
を
実
現
す
べ
き
と
い
う
声
が
高
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

一
九
一
二
年
五
月
に
、
ま
ず
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
お
い
て
党
組
織
の
合
同
が
行
わ
れ
、
保
守
統
一
党
（C

onservative and 

U
nionist P

arty

）
）
2
（

が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
七
ヵ
月
後
の
一
九
一
二
年
一
二
月
に
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
も
合
同
が
実
現
し
、

新
た
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
統
一
党
（Scottish U

nionist P
arty

）
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
（W

arner 1988, 181-182

）。
ち
な
み
に
、
公

式
に
は
保
守
統
一
党
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
統
一
党
は
別
々
の
政
党
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
た
が
、
実
際
に
は
イ
ギ
リ
ス
議
会
（
ウ
エ
ス
ト
ミ

ン
ス
タ
ー
議
会
）
に
選
出
さ
れ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
統
一
党
の
下
院
議
員
は
、
保
守
統
一
党
の
下
院
議
員
と
常
に
一
致
し
た
行
動
を
と
っ
た

の
で
、
ほ
と
ん
ど
単
一
政
党
と
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
ボ
ナ
ー
・
ロ
ー
（B

onar L
aw

）
や
ア
レ
ッ
ク
・
ダ
グ
ラ
ス
＝
ヒ
ュ

ー
ム
（A

lec D
ouglas-H

om
e

）
の
よ
う
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
統
一
党
の
下
院
議
員
が
イ
ギ
リ
ス
首
相
を
務
め
た
際
に
も
、
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
や
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
保
守
統
一
党
の
下
院
議
員
が
、
首
相
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
対
し
て
特
に
強
い
反
発
を
見
せ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
統
一
党
は
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
総
選
挙
に
お
い
て
健
闘
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は

自
由
党
が
非
常
に
強
い
支
持
基
盤
を
維
持
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
保
守
党
の
議
席
獲
得
は
常
に
困
難
に
直
面
し
て
い
た
。
そ
の
状
況
は
自
由

党
の
分
裂
に
よ
っ
て
若
干
改
善
さ
れ
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
保
守
党
単
独
で
の
議
席
獲
得
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
自
由
統
一
党

と
の
合
同
に
よ
り
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
統
一
党
が
誕
生
す
る
一
方
、
自
由
党
が
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
（D

avid L
loyd 
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六

G
eorge

）
首
相
と
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ヘ
ン
リ
ー
・
ア
ス
キ
ス
前
首
相
（H

erbert H
enry A

squith

）
の
対
立
で
、
第
一
次
大
戦
後
に
事
実
上

の
分
裂
状
況
に
陥
っ
た
た
め
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
統
一
党
と
新
し
く
登
場
し
た
労
働
党
が
漁
夫
の
利
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
戦
間
期
か
ら
一
九
五
〇
年
代
に
か
け
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
統
一
党
は
労
働
党
と
の
間
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
の
下
院
獲
得

議
席
第
一
党
の
座
を
め
ぐ
っ
て
激
し
く
争
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
統
一
党
は
、
一
九
五
五
年
の
総
選
挙
に
お
い
て
、

表
1
が
示
す
よ
う
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
下
院
議
席
の
過
半
数
を
獲
得
し
た
ば
か
り
か
、
普
通
選
挙
が
導
入
さ
れ
て
以
降
、
ど
の
政
党
も
達

成
し
て
い
な
か
っ
た
得
票
率
に
関
し
て
有
権
者
の
過
半
数
の
支
持
（
五
〇
・
一
％
）
を
獲
得
す
る
、
と
い
う
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
一
九
四
〇
年
代
か
ら
一
九
五
〇
年
代
に
か
け
て
、
総
選
挙
の
得
票
率
で
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
統
一
党
の
方
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
や
ウ
ェ

ー
ル
ズ
の
保
守
統
一
党
よ
り
も
概
し
て
よ
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
せ
て
い
た
。）

3
（

　

一
九
五
五
年
総
選
挙
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
保
守
党
（
公
式
に
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
統
一
党
）
の
党
勢
拡
大
の
頂
点
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
得
票
率
で
も
獲
得
議
席
で
も
長
期
低
落
傾
向
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
こ
で
、
党
勢
衰
退
に
対
処
す
る
一
つ
の
方
策
と
し

て
、
一
九
六
五
年
に
党
名
変
更
が
な
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ま
で
の
﹁
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
統
一
党
﹂
と
い
う
名
称
に
﹁
保
守
﹂
を
付
け

加
え
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
や
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
同
様
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
も
﹁
保
守
統
一
党
﹂
を
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
当
時
野
党
で
あ
っ
た
保
守
党
の
党
首
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ヒ
ー
ス
（E

dw
ard H

eath

）
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
よ
り
、
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
議
会
を
設
立
し
て
中
央
政
府
か
ら
一
定
の
権
限
移
譲
を
実
施
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
﹁
パ
ー
ス
宣
言
（D

eclaration of P
erth

）﹂）
4
（

も

出
さ
れ
た
（W

arner 1988, 210-212

）。
ま
た
、
一
九
七
〇
年
総
選
挙
に
向
け
て
出
さ
れ
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
お
い
て
も
、
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
の
住
民
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
問
題
に
つ
い
て
自
ら
決
定
権
を
持
つ
こ
と
に
肯
定
的
な
表
現
が
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

へ
の
権
限
移
譲
に
前
向
き
な
立
場
が
示
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
党
名
変
更
や
権
限
移
譲
を
支
持
す
る
立
場
の
採
用
は
目
立
っ
た
効

果
を
発
揮
す
る
こ
と
な
く
、そ
の
後
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
の
保
守
党
（
公
式
に
は
保
守
統
一
党
）
の
党
勢
は
回
復
し
な
か
っ
た
（M

itchell 
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表1　スコットランドにおける下院議員選挙結果 1945年～2015年

保守党 労働党 自由民主党 * SNP**

得票率
（％）

議席 得票率
（％）

議席 得票率
（％）

議席 得票率
（％）

議席

1945 41.1 27 47.6 37 5.0  0 1.2  0

1950 44.8 32 46.2 37 6.6  2 0.4  0

1951 48.6 35 47.9 35 2.7  1 0.3  0

1955 50.1 36 46.7 34 1.9  1 0.5  0

1959 47.2 31 46.7 38 4.1  1 0.8  0

1964 40.6 24 48.7 43 7.6  4 2.4  0

1966 37.7 20 49.9 46 6.8  5 5.0  0

1970 38.0 23 44.5 44 5.5  3 11.4  1

1974Feb 32.9 21 36.6 41 7.9  3 21.9  7

1974Oct 24.7 16 36.3 41 8.3  3 30.4 11

1979 31.4 22 41.5 44 9.0  3 17.3  2

1983 28.4 21 35.1 41 24.5  8 11.8  2

1987 24.0 10 42.4 50 19.4  9 11.0  3

1992 25.6 11 39.0 49 13.1  9 21.5  3

1997 17.5  0 45.6 56 13.0 10 22.1  6

2001 15.6  1 43.2 55 16.4 10 20.1  5

2005 15.8  1 39.5 41 22.6 11 17.7  6

2010 16.7  1 42.9 41 18.9 11 19.9  6

2015 14.9  1 24.3  1  7.6  1 50.0 56

*1945年～1979年は自由党、1983年～1987年は自由党と社会民主党の連合。
**SNPはスコットランド国民党（Scottish National Party）の略称。
出典　Neil McGarvey and Paul Cairney, Scottish Politics, 2nd edition 

（Basingstoke: Palgrave Macmillan, 2013）, p. 45. House of Commons Library , 

Briefing Paper CBP7186 General Election 2015 （London: House of Commons 

Library, 2015）, p. 14. 
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and C
onvery 2012, 177-178

）。

　

一
九
七
五
年
二
月
に
党
首
が
ヒ
ー
ス
か
ら
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
サ
ッ
チ
ャ
ー
（M

argaret T
hatcher

）
に
交
代
し
た
こ
と
は
、
一
九
七
九

年
総
選
挙
に
お
い
て
保
守
党
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
獲
得
議
席
数
を
若
干
増
加
さ
せ
た
。）

5
（

し
か
し
な
が
ら
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
党
首
就

任
お
よ
び
一
九
七
九
年
以
降
の
首
相
就
任
は
、
総
選
挙
で
の
議
席
増
と
い
う
形
で
短
期
的
に
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
の
保
守
党
の
党
勢
拡
大

に
貢
献
し
た
が
、
長
期
的
に
は
大
き
な
困
難
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

な
お
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
党
首
就
任
を
契
機
と
し
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
権
限
移
譲
に
対
す
る
保
守
党
の
立
場
に
変
化
が
見
ら
れ
た
。

党
首
就
任
直
後
は
、
権
限
移
譲
に
肯
定
的
な
ヒ
ー
ス
党
首
時
代
の
立
場
が
維
持
さ
れ
た
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
設
立
に
向
け
た
労
働

党
政
権
の
法
案
を
審
議
す
る
中
で
、
保
守
党
は
当
該
法
案
に
反
対
す
る
立
場
を
明
確
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
保
守
党
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
へ
の
権
限
移
譲
そ
の
も
の
に
反
対
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
労
働
党
政
権
の
法
案
に
は
問
題
が
あ
る
の
で
反
対
せ
ざ
る
を
得
な
い
、
と
い

う
理
由
で
正
当
化
さ
れ
て
い
た
が
、
保
守
党
が
権
限
移
譲
に
消
極
的
に
な
り
つ
つ
あ
る
兆
候
と
し
て
理
解
さ
れ
た
（Torrance 2014a, 81-

82

）。

　

一
九
七
九
年
総
選
挙
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
は
、
保
守
党
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
統
治
の
将
来
像
に
つ
い
て
建
設
的
な
議
論
を
す
る
用
意
が

あ
る
と
さ
れ
た
が
、
保
守
党
政
権
の
成
立
と
と
も
に
、
権
限
移
譲
の
問
題
に
対
す
る
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
の
関
心
は
失
わ
れ
て
い
っ
た

（C
onservative P

arty 1979, 277

）。
権
限
移
譲
よ
り
も
む
し
ろ
、
議
会
主
権
に
象
徴
さ
れ
る
イ
ギ
リ
ス
の
中
央
集
権
体
制
の
も
と
で
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
含
め
た
イ
ギ
リ
ス
（
連
合
王
国
）
全
体
に
新
自
由
主
義
的
な
改
革
を
広
げ
る
こ
と
が
追
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
権
限
移
譲
に
対
す
る
保
守
党
政
権
の
否
定
的
な
態
度
は
、
党
内
対
立
を
契
機
と
す
る
労
働
党
の
分
裂
、
そ
し
て
、

そ
の
結
果
と
し
て
保
守
党
に
対
抗
す
る
勢
力
が
労
働
党
と
連
合
（
自
由
党
＋
社
会
民
主
党
）
の
間
で
二
分
さ
れ
た
た
め
に
、
一
九
八
三
年
総

選
挙
で
は
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
保
守
党
は
前
回
の
一
九
七
九
年
総
選
挙
結
果
に
ほ
ぼ
匹
敵
す
る
議
席
を
獲
得
し
た
の
で
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あ
る
。）

6
（

　

し
か
し
な
が
ら
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
が
追
求
す
る
新
自
由
主
義
改
革
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
や
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
な
ど
製
造
業
を
主
軸

と
す
る
地
域
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
八
〇
年
代
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
、
一
九
三
〇
年
代
の
世
界
恐
慌
の

時
代
以
来
見
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
大
量
失
業
が
発
生
し
、
そ
の
元
凶
と
見
な
さ
れ
た
保
守
党
に
対
す
る
強
い
反
発
が
噴
出
し
た
。
一
九
八

七
年
総
選
挙
で
は
、
有
権
者
の
反
発
と
戦
術
投
票）

7
（

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
っ
た
保
守
党
は
、
前
回
の
一
九
八
三
年
総
選
挙
で
獲
得
し
た
二
一
議

席
か
ら
一
〇
議
席
に
ま
で
半
減
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（B

utler and K
avanagh 1988, 284

）。

　

一
九
八
七
年
総
選
挙
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
権
限
移
譲
を
求
め
る
動
き
を
加
速
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
保
守
党
は
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
大
幅
に
議
席
を
減
ら
し
て
有
権
者
の
支
持
を
得
て
い
な
い
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
前
回
に
続

い
て
労
働
党
な
ど
野
党
に
大
差
を
つ
け
て
地
滑
り
的
勝
利
を
得
て
い
た
た
め
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
政
治
的
な
違
い
に

注
目
が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
支
持
さ
れ
て
い
な
い
保
守
党
が
、
人
口
の
多
い
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
多

く
の
議
席
を
獲
得
し
て
政
権
を
握
り
続
け
る
こ
と
で
、﹁
民
主
主
義
の
赤
字
（dem

ocratic deficit

）﹂
が
発
生
し
て
い
る
と
い
う
主
張
が

影
響
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
保
守
党
政
権
に
よ
っ
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
が
求
め
て
い
な
い
新
自
由
主
義
改
革
が
押
し
つ
け

ら
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
、
大
幅
な
自
治
権
を
持
つ
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
を
設
立
す
る
権
限
移
譲
の
実
現
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ

て
い
っ
た
（H

assan 2014b, 128

）。

　

一
九
八
七
年
総
選
挙
の
翌
年
、
野
党
の
労
働
党
と
自
由
民
主
党）

8
（

は
、
労
働
組
合
な
ど
各
種
団
体
や
宗
教
組
織
と
と
も
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

憲
政
会
議
（Scottish C

onstitutional C
onvention

）
を
設
立
し
て
、
党
派
を
超
え
て
権
限
移
譲
を
求
め
る
広
範
な
運
動
を
展
開
す
る
こ

と
に
な
っ
た
（M

arr 2013, 195-205

）。
こ
れ
に
対
し
て
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
は
一
九
八
八
年
五
月
に
開
か
れ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党

大
会
の
演
説
に
お
い
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
対
す
る
権
限
移
譲
は
分
離
独
立
へ
の
踏
み
石
に
な
る
と
し
て
、﹁
私
が
こ
の
党
の
党
首
で
あ
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二
六
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〇

る
限
り
、
連
合
王
国
の
一
体
性
を
守
り
、
立
法
面
で
の
権
限
移
譲
を
は
っ
き
り
と
否
定
す
る
﹂
と
述
べ
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
設
立

を
認
め
な
い
立
場
を
変
え
な
か
っ
た
（T

hatcher 1988

）。
こ
う
し
た
権
限
移
譲
の
問
題
に
関
す
る
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
の
頑
な
な
姿
勢
は
、

保
守
党
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
利
益
を
代
表
す
る
政
党
で
あ
り
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
利
益
を
代
表
す
る
政
党
で
は
な
い
と
す
る
見
方
を
い
っ

そ
う
強
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

一
九
九
〇
年
一
一
月
に
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
が
退
陣
し
、
後
任
首
相
お
よ
び
保
守
党
党
首
に
ジ
ョ
ン･

メ
イ
ジ
ャ
ー
（John M

ajor

）
が
就

任
し
た
。
し
か
し
、
党
首
の
交
代
が
権
限
移
譲
に
関
す
る
保
守
党
の
転
換
を
も
た
ら
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
メ
イ
ジ
ャ
ー
首
相
は
サ
ッ
チ
ャ

ー
首
相
時
代
に
導
入
さ
れ
、
有
権
者
の
不
評
を
買
っ
て
い
た
人
頭
税
（P

oll T
ax

、
公
式
に
はC

om
m

unity C
harge

）
を
廃
止
し
て
、
新

た
な
住
民
税
（C

ouncil T
ax

）
を
導
入
す
る
な
ど
の
政
策
転
換
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
設
立
は
分
離
独
立
に
つ

な
が
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
メ
イ
ジ
ャ
ー
は
サ
ッ
チ
ャ
ー
と
同
様
の
見
方
で
あ
っ
た
。

　

一
九
九
二
年
総
選
挙
で
は
、
保
守
党
の
得
票
率
と
獲
得
議
席
数
に
前
回
選
挙
か
ら
わ
ず
か
ば
か
り
の
回
復
が
見
ら
れ
た
（
得
票
率
で
一
・

六
ポ
イ
ン
ト
、
獲
得
議
席
で
は
一
議
席
の
増
加
）。
こ
の
選
挙
結
果
は
イ
ギ
リ
ス
（
連
合
王
国
）
の
一
体
性
維
持
、
す
な
わ
ち
権
限
移
譲
の

否
定
と
い
う
メ
イ
ジ
ャ
ー
首
相
の
方
針
の
正
し
さ
を
示
す
も
の
と
し
て
受
け
取
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ち
な
み
に
、
一
九
九
二
年
総
選
挙

の
保
守
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
設
立
が
明
確
に
否
定
さ
れ
、﹁
保
守
党
は
そ
の
よ
う
な
不
必
要
な
政
府
機
構
の

設
立
に
は
断
固
反
対
す
る
﹂
と
い
う
立
場
が
示
さ
れ
て
い
た
（C

onservative P
arty 1992, 47

）。

　

し
か
し
、
次
の
一
九
九
七
年
総
選
挙
は
、
権
限
移
譲
を
否
定
し
て
き
た
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
以
降
の
保
守
党
の
立
場
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

の
有
権
者
を
遠
ざ
け
た
こ
と
を
ま
ざ
ま
ざ
と
示
す
こ
と
に
な
っ
た
。
保
守
党
は
こ
の
選
挙
で
も
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
中
で
権
限
移
譲
を
明
確

に
否
定
し
て
い
た
が
、
選
挙
結
果
は
得
票
率
を
大
幅
に
減
ら
し
た
ば
か
り
か
、
前
回
選
挙
で
獲
得
し
た
一
一
議
席
を
す
べ
て
失
う
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
（C

onservative P
arty 1997, 50-51

）。
そ
の
結
果
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
と
も
に
保
守
党
下
院
議
員
が
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一
人
も
い
な
い
、
い
わ
ば
保
守
党
﹁
フ
リ
ー
ゾ
ー
ン
﹂
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

一
九
九
七
年
総
選
挙
で
地
滑
り
的
な
大
勝
を
収
め
た
労
働
党
は
、
新
政
権
発
足
後
間
も
な
い
一
九
九
七
年
九
月
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の

権
限
移
譲
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
を
実
施
し
た
。
な
お
、
労
働
党
の
一
九
九
七
年
総
選
挙
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
住

民
投
票
に
お
い
て
二
つ
の
質
問
が
問
わ
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
を
設
立
す
る
こ
と
の
是
非
、
お

よ
び
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
所
得
税
の
税
率
を
全
国
レ
ヴ
ェ
ル
の
税
率
か
ら
一
定
の
範
囲
内
で
変
更
す
る
権
限
を
与
え
る
こ
と
の
是

非
が
、
そ
れ
ぞ
れ
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
（L

abour P
arty 1997, 33-35

）。

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
の
中
に
は
、
一
九
九
七
年
総
選
挙
に
お
け
る
大
敗
を
受
け
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
設
立
を
受
け
入
れ
た

う
え
で
、
保
守
党
と
は
別
個
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
自
の
保
守
主
義
政
党
を
結
成
す
る
こ
と
を
求
め
る
人
々
も
あ
っ
た
（T

he Scotsm
an, 

19 M
ay 1997

）。
し
か
し
な
が
ら
、
総
選
挙
の
翌
月
に
開
催
さ
れ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
の
大
会
で
は
、
権
限
移
譲
の
是
非
を
め
ぐ
る

住
民
投
票
に
お
い
て
保
守
党
は
反
対
の
立
場
を
と
る
べ
し
、
と
す
る
決
議
が
圧
倒
的
多
数
で
可
決
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た）

9
（

。
総
選
挙
で
明
確

に
反
対
の
立
場
を
示
し
た
権
限
移
譲
の
問
題
に
つ
い
て
、
わ
ず
か
数
カ
月
後
の
住
民
投
票
で
一
転
し
て
賛
成
に
回
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と

い
う
議
論
が
大
勢
を
占
め
た
の
で
あ
っ
た
（T

he Scotsm
an, 29 June 1997

）。
一
九
九
七
年
九
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
住
民
投
票
に
向

け
て
、
保
守
党
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
設
置
と
税
率
変
更
権
限
の
付
与
と
い
う
二
つ
の
項
目
に
両
方
と
も
反
対
（
Ｎ
Ｏ
、
Ｎ
Ｏ
）
す
る

こ
と
を
訴
え
る
運
動
団
体
と
し
て
、﹁
再
考
せ
よ
（T

hink Tw
ice

）﹂
を
結
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。）
₁₀
（

　
﹁
再
考
せ
よ
﹂
に
よ
る
権
限
移
譲
反
対
運
動
は
広
が
り
を
見
せ
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
団
体
は
特
定
の
政
党
に
支
配
さ
れ
な
い
超

党
派
の
運
動
団
体
を
標
榜
し
て
い
た
も
の
の
、
実
際
に
は
、
そ
の
実
態
は
保
守
党
の
別
働
隊
で
あ
る
こ
と
は
明
白
だ
っ
た
の
で
、
有
権
者
に

対
す
る
ア
ピ
ー
ル
力
が
限
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、﹁
再
考
せ
よ
﹂
は
保
守
党
以
外
の
主
要
政
党
の
支
持
を
獲
得
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
実
質
的
に
保
守
党
が
中
心
と
な
っ
た
﹁
再
考
せ
よ
﹂
は
、
総
選
挙
で
保
守
党
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
議
席
を
す
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べ
て
失
っ
て
い
た
た
め
に
、
有
権
者
に
よ
く
知
ら
れ
た
有
力
リ
ー
ダ
ー
を
欠
い
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
ア
ピ
ー
ル
力
に
は
限
界
が
あ
っ

た
（
力
久
二
〇
〇
三
、
二
九
二
）。

　

一
九
九
七
年
九
月
一
一
日
に
実
施
さ
れ
た
住
民
投
票
の
結
果
は
、
権
限
移
譲
に
反
対
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
た
﹁
再
考
せ
よ
﹂
と
保

守
党
の
完
敗
に
終
わ
っ
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
設
立
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
投
票
総
数
の
七
四
・
三
％
が
賛
成
し
た
の
に
加
え
て
、
新

た
に
設
立
さ
れ
る
議
会
に
所
得
税
率
変
更
権
限
を
付
与
す
る
こ
と
に
賛
成
す
る
割
合
は
、
六
三
・
五
％
に
上
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
住
民
投

票
は
、
保
守
党
な
ど
の
反
対
論
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
多
く
の
人
々
が
権
限
移
譲
を
支
持
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。

二
　
権
限
移
譲
の
消
極
的
受
け
入
れ
と
党
勢
の
停
滞

　

住
民
投
票
の
敗
北
を
受
け
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
は
こ
の
敗
北
を
権
限
移
譲
問
題
に
関
す
る
転
換
の
好
機
と
し
て
捉
え
る
べ
き
、

と
す
る
見
方
が
あ
っ
た
。
住
民
投
票
で
の
承
認
に
よ
っ
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
設
立
が
確
定
し
た
わ
け
だ
が
、
保
守
党
は
一
九
九
九
年

に
予
定
さ
れ
て
い
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
に
単
に
候
補
者
を
立
て
て
戦
う
準
備
を
す
る
だ
け
で
な
く
、
権
限
移
譲
に
関
し
て
労
働
党

を
超
え
る
よ
う
な
大
胆
な
立
場
を
打
ち
出
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
声
が
、
党
内
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
財
政
に
関
し
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
・
政
府
の
歳
入
は
イ
ギ
リ
ス
政
府
か
ら
の
一
括
補
助
金
に
依
存
す
る
形
式
が
予
定
さ

れ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
財
政
に
関
す
る
責
任
を
確
立
す
る
た
め
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
は
財
政
権
限
す
な
わ
ち
課
税
権
に
関

す
る
権
限
移
譲
の
実
現
を
追
求
す
べ
き
と
い
う
主
張
が
、
住
民
投
票
敗
北
直
後
に
な
さ
れ
て
い
た
（T

he H
erald, 24 Septem

ber 

1997

）。
ま
た
、
党
名
に
つ
い
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
（
保
守
統
一
党
）
か
ら
、
一
九
六
五
年
以
前
の
﹁
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
統
一
党
﹂
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に
戻
す
べ
き
と
す
る
意
見
も
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
急
進
的
な
提
案
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
保
守
党
党
首
の
地
位
を
新
た
に
設
定
す
る
な
ど
の
若
干
の
組
織
変
更
は
あ
っ
た
も
の
の
、
党
の
基
本
的
な
立
場
と
し
て
は
権
限
移
譲
の

消
極
的
受
け
入
れ
に
と
ど
ま
る
な
ど
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
（Torrance 2012, 95-96

）。

　

一
九
九
九
年
五
月
に
行
わ
れ
た
第
一
回
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
は
、ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
に
と
っ
て
皮
肉
な
結
果
に
終
わ
っ
た
。

初
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
党
首
と
な
っ
た
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
マ
ク
レ
ッ
チ
ー
（D

avid M
cL

etchie

）
の
下
で
、
一
九
九
七
年
総
選
挙

惨
敗
か
ら
の
巻
き
返
し
が
図
ら
れ
た
こ
の
選
挙
で
、
保
守
党
は
一
定
の
議
席
数
を
確
保
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
が
、
そ
の
得
票
率
は
惨
敗
に

終
わ
っ
た
総
選
挙
の
数
値
を
さ
ら
に
下
回
っ
た
の
で
あ
る
。
表
２
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
保
守
党
は
一
九
九
七
年
総
選
挙
で
獲
得
し
た
得

票
率
一
七
・
五
％
か
ら
、
さ
ら
に
二
ポ
イ
ン
ト
近
く
低
い
一
五
・
六
％
の
得
票
率
に
と
ど
ま
っ
た
の
で
あ
る
。）
₁₁
（

皮
肉
で
あ
っ
た
の
は
、
イ
ギ

リ
ス
議
会
（
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
議
会
）
下
院
の
選
挙
制
度
に
つ
い
て
比
例
代
表
制
の
導
入
に
反
対
し
、
小
選
挙
区
制
の
維
持
を
強
く
求

め
て
き
た
保
守
党
が
、
比
例
代
表
制
の
要
素
が
強
い
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
で
は
、
ま
さ
に
そ
れ
ま
で
反
対
し
て
い
た
比
例
代
表
制
の

お
か
げ
で
一
八
議
席
を
獲
得
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

ち
な
み
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
選
挙
制
度
は
追
加
議
員
制
度
（A

dditional M
em

ber System

）
と
称
さ
れ
、
小
選
挙
区
制
に

比
例
代
表
制
の
要
素
を
加
え
た
選
挙
制
度
で
あ
っ
た
。
有
権
者
は
小
選
挙
区
と
比
例
代
表
の
二
票
を
持
ち
、
七
三
名
が
小
選
挙
区
か
ら
、
五

六
名
が
拘
束
名
簿
式
比
例
代
表
制
で
選
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
は
、
一
九
九
九
年
選
挙
で
は
小
選
挙
区

の
当
選
者
を
一
人
も
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
マ
ク
レ
ッ
チ
ー
の
議
席
を
含
め
、
保
守
党
の
一
八
議
席
は
す
べ
て
比
例
代
表
に
よ
っ
て
選
出
さ

れ
て
い
た
。
な
お
、
そ
れ
ま
で
反
対
し
て
き
た
比
例
代
表
制
の
お
か
げ
で
議
席
獲
得
に
成
功
し
た
皮
肉
を
指
摘
さ
れ
た
マ
ク
レ
ッ
チ
ー
は
、

選
挙
制
度
に
則
っ
て
正
当
に
勝
ち
取
っ
た
議
席
な
の
で
何
ら
恥
じ
る
と
こ
ろ
は
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
（T

he H
erald, 8 M

ay 1999

）。

　

新
た
に
設
立
さ
れ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
に
お
け
る
保
守
党
は
、
権
限
移
譲
後
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
治
に
お
い
て
明
確
な
方
針
の
下
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表2　スコットランド議会選挙結果 1999年～2011年

選挙区 比例代表 総計
得票率（％） 議席 得票率（％） 議席 議席

SNP

1999年 28.7  7 27.3 28 35

2003年 23.8  9 20.9 18 27

2007年 32.9 21 31.0 26 47

2011年 45.4 53 44.0 16 69

労働党

1999年 38.8 53 33.6  3 56

2003年 34.6 46 29.3  4 50

2007年 32.1 37 29.2  9 46

2011年 31.7 15 26.3 22 37

保守党

1999年 15.6  0 15.4 18 18

2003年 16.6  3 15.5 15 18

2007年 16.6  4 13.9 13 17

2011年 13.9  3 12.4 12 15

自由民主党

1999年 14.2 12 12.4  5 17

2003年 15.4 13 11.8  4 17

2007年 16.2 11 11.3  5 16

2011年  7.9  2  5.2  3  5

出典　House of Commons Library, Research Paper 11/41 Scottish Parliament 

Elections: 2011 （London: House of Commons Library, 2011）.
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に
復
活
の
道
を
歩
み
始
め
た
と
は
言
い
難
か
っ
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
の
初
代
党
首
と
な
っ
た
マ
ク
レ
ッ
チ
ー
や
、
二
〇
〇
五
年
に

後
継
党
首
に
選
ば
れ
た
ア
ナ
ベ
ル
・
ゴ
ー
ル
デ
ィ
ー
（A

nnabel G
oldie

）
は
、
労
働
党
の
お
株
を
奪
う
よ
う
な
高
齢
者
介
護
無
料
化
な
ど

の
社
会
民
主
主
義
的
な
福
祉
政
策
を
打
ち
出
す
一
方
、
学
校
教
育
に
お
い
て
同
性
愛
に
つ
い
て
教
え
る
こ
と
を
禁
止
す
る
規
定
の
削
除
に
反

対
す
る
な
ど
の
社
会
的
保
守
主
義
の
立
場
を
と
っ
た
た
め
に
、
必
ず
し
も
一
貫
し
た
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
提
示
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
有
権
者
か
ら
す
れ
ば
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
の
政
策
的
な
立
ち
位
置
が
非
常
に
わ
か
り
に
く
く
な
っ
て
い
た
（Torrance 

2012, 101-105

）。
そ
し
て
、
特
に
問
題
で
あ
っ
た
の
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
が
住
民
投
票
の
敗
北
に
よ
っ
て
権
限
移
譲
を
受
け
入

れ
た
も
の
の
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
人
々
の
利
益
と
な
る
よ
う
に
権
限
移
譲
を
発
展
さ
せ
る
積
極
的
な
姿
勢
が
一
向
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
で
あ
っ
た
。

　

た
だ
、
マ
ク
レ
ッ
チ
ー
や
ゴ
ー
ル
デ
ィ
ー
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
一
貫
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
背
景
に
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党

や
イ
ギ
リ
ス
の
保
守
党
の
党
内
で
、
権
限
移
譲
を
め
ぐ
る
対
立
が
解
消
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
下
院
議

員
や
上
院
議
員
の
中
に
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
員
の
職
を
す
べ
て
廃
止
し
て
、
代
わ
り
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
選
出
下
院
議
員
が
そ
の
役
割

を
担
う
よ
う
に
す
れ
ば
、
多
額
の
費
用
を
節
約
で
き
る
と
い
う
主
張
を
平
気
で
行
う
者
も
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
（T

he Scotsm
an, 19 M

ay 

2005

）。
そ
れ
に
対
し
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
員
の
中
に
は
、
財
政
権
限
の
移
譲
に
加
え
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
を
イ
ギ
リ
ス
の

保
守
党
か
ら
組
織
的
に
独
立
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
ド
イ
ツ
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
（C

hristlich-D
em

okratische U
nion

）
と
キ
リ

ス
ト
教
社
会
同
盟
（C

hristlich-Soziale U
nion

）
の
関
係
の
よ
う
な
、異
な
る
政
党
の
間
で
の
協
力
関
係
に
移
行
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
、

か
な
り
急
進
的
な
改
革
を
求
め
る
声
も
あ
っ
た
（T

he Scotsm
an, 23 M

ay 2005

）。

　

こ
の
よ
う
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
や
保
守
党
組
織
の
将
来
に
つ
い
て
大
き
く
異
な
る
見
方
が
あ
っ
た
た
め
に
、
党
内
対
立
の
激
化
を
恐

れ
た
マ
ク
レ
ッ
チ
ー
や
ゴ
ー
ル
デ
ィ
ー
は
、
安
全
第
一
の
慎
重
な
立
場
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。）
₁₂
（
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マ
ク
レ
ッ
チ
ー
と
ゴ
ー
ル
デ
ィ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
党
首
を
務
め
た
時
期
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
の
党
勢
が
停
滞
を
続
け
た
時
期
で
も

あ
っ
た
。
党
勢
の
停
滞
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
総
選
挙
結
果
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
結
果
の
両
方
に
示
さ
れ
た
。

　

総
選
挙
で
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
七
年
総
選
挙
で
の
惨
敗
に
よ
っ
て
保
守
党
に
対
す
る
支
持
が
底
を
打
っ
た
後
、
緩
や
か
で
は
あ

っ
て
も
党
勢
の
回
復
が
見
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
期
待
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
三
回
行
わ
れ
た
総
選
挙
に
お
い
て
、
少
な
く
と
も
得

票
率
で
見
た
場
合
の
保
守
党
の
党
勢
は
、
回
復
す
る
ど
こ
ろ
か
さ
ら
な
る
微
減
を
見
せ
た
の
で
あ
る
。
表
１
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
一
九

九
七
年
総
選
挙
で
の
得
票
率
は
一
七
・
五
％
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
一
年
総
選
挙
で
は
一
五
・
六
％
、
二
〇
〇
五
年
総
選
挙
で
は
一
五
・
八

％
、
そ
し
て
、
保
守
党
が
自
由
民
主
党
と
の
連
立
政
権
で
は
あ
っ
た
が
政
権
復
帰
を
果
た
し
た
二
〇
一
〇
年
総
選
挙
で
も
一
六
・
七
％
と
、

一
九
九
七
年
総
選
挙
の
得
票
率
を
い
ず
れ
も
下
回
る
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
保
守
党
が
単
独
過
半
数
議
席
を
回
復
し
た
二
〇

一
五
年
総
選
挙
で
は
、
二
〇
世
紀
以
降
で
最
低
と
な
る
一
四
・
九
％
を
記
録
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
に

と
っ
て
若
干
の
救
い
と
な
っ
た
の
は
、
比
較
的
保
守
党
支
持
が
強
い
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
の
境
界
に
近
い
南
部
の
選
挙
区
に
お
い
て
、
二
〇
〇

一
年
総
選
挙
以
降
一
議
席
を
確
保
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
二
〇
一
五
年
総
選
挙
に
至
る
ま
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
の
保

守
党
の
獲
得
議
席
は
、
一
議
席
か
ら
増
大
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
、
総
選
挙
と
ほ
ぼ
同
じ
状
況
で
あ
っ
た
。
表
２
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
保
守
党

は
一
九
九
九
年
選
挙
で
獲
得
し
た
一
八
議
席
を
後
の
選
挙
で
超
え
る
こ
と
は
な
く
、
二
〇
〇
三
年
選
挙
で
は
一
八
議
席
の
現
状
維
持
と
な
っ

た
が
、
二
〇
〇
七
年
選
挙
で
は
一
七
議
席
、
二
〇
一
一
年
選
挙
で
は
一
五
議
席
と
獲
得
議
席
を
少
し
ず
つ
減
ら
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
ま

た
、
得
票
率
に
つ
い
て
も
、
一
九
九
九
年
選
挙
で
獲
得
し
た
一
五
％
程
度
を
大
き
く
超
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
な
お
、
総
選
挙
と
同
様
に
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
に
お
い
て
も
、
保
守
党
は
二
〇
〇
三
年
選
挙
以
降
、
若
干
の
小
選
挙
区
で
議
席
獲
得
に
成
功
し
て
い
る
が
、
比

例
代
表
の
議
席
を
加
え
た
全
体
で
の
議
席
増
に
は
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。
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二
〇
〇
七
年
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
に
お
い
て
、
分
離
独
立
を
め
ざ
す
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
民
党
（
Ｓ
Ｎ
Ｐ
）
少
数
政
権
が
誕
生

し
た
こ
と
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
に
対
し
て
新
た
な
機
会
を
提
供
す
る
契
機
と
な
っ
た
（
力
久
二
〇
一
三
）。
そ
れ
ま
で
保
守
党
は
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
に
お
い
て
労
働
党
と
自
由
民
主
党
の
連
立
政
権
に
対
抗
す
る
野
党
第
一
党
と
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｐ
が
注
目
さ
れ
て
い
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
比
較
的
目
立
た
な
い
存
在
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
は
権
限
移
譲
の
問
題
に
関
し

て
積
極
的
な
提
案
を
打
ち
出
す
こ
と
も
な
く
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
設
立
を
消
極
的
に
受
け
入
れ
た
だ
け
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

　

さ
ら
に
問
題
で
あ
っ
た
の
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
有
権
者
の
中
で
、
保
守
党
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
政
党
で
あ
り
、
自
分
た
ち
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
人
を
代
表
す
る
政
党
で
は
な
い
と
い
う
見
方
が
、
一
九
九
七
年
総
選
挙
敗
北
後
一
〇
年
を
経
た
後
も
根
強
く
残
っ
て
い
た
こ
と
で
あ

っ
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
と
し
て
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
広
範
な
有
権
者
か
ら
﹁
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
政
党
﹂
と
し
て
認
め
て
も

ら
う
こ
と
な
し
に
、
党
勢
の
回
復
は
実
現
で
き
る
は
ず
も
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
火
を
見
る
よ
り
も
明
ら
か
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
が
追
求
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
、﹁
解
毒
戦
略
（detoxification strategy

）﹂、
言
い
換
え
れ
ば

汚
名
返
上
戦
略
で
あ
っ
た
。

　

汚
名
返
上
戦
略
が
追
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
と
メ
イ
ジ
ャ
ー
政
権
の
一
八
年
間
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

に
お
け
る
保
守
党
の
イ
メ
ー
ジ
は
か
な
り
﹁
有
毒
な
（toxic

）﹂
な
も
の
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

の
多
く
の
有
権
者
が
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
政
策
の
内
容
と
は
関
係
な
く
、
保
守
党
は
﹁
反
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
的
﹂
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
抱
く

よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
（F

inlay 2008, 168

）。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
と
し
て
は
、﹁
反
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
的
﹂
と
い
う
レ
ッ

テ
ル
を
何
と
か
し
て
解
毒
・
中
和
し
な
い
こ
と
に
は
、
保
守
的
な
考
え
方
を
持
つ
人
々
に
さ
え
も
支
持
さ
れ
な
い
状
況
に
あ
っ
た
と
す
る
こ
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Ｓ
Ｎ
Ｐ
少
数
政
権
の
誕
生
を
受
け
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
は
二
つ
の
戦
略
的
な
対
応
を
見
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

一
つ
は
、
議
会
で
過
半
数
を
持
た
な
い
Ｓ
Ｎ
Ｐ
少
数
政
権
の
予
算
案
を
支
持
す
る
の
と
引
き
替
え
に
、
政
策
面
で
の
譲
歩
を
引
き
出
す
と

い
う
対
応
で
あ
っ
た
。
予
算
案
へ
の
賛
成
に
よ
っ
て
、
保
守
党
は
Ｓ
Ｎ
Ｐ
か
ら
警
察
官
の
増
員
、
麻
薬
中
毒
者
の
リ
ハ
ビ
リ
予
算
増
額
、
中

小
企
業
へ
の
税
控
除
拡
大
な
ど
、
政
策
面
で
い
く
つ
か
の
成
果
を
獲
得
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
有
権
者

に
対
し
て
、
保
守
党
の
存
在
意
義
を
一
定
程
度
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
（T

he H
erald, 2 F

ebruary 2008

）。

　

も
う
一
つ
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
対
す
る
さ
ら
な
る
権
限
移
譲
に
つ
い
て
、
そ
れ
ま
で
の
消
極
的
な
態
度
を
改
め
て
、
よ
り
積
極
的
な

態
度
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
権
限
移
譲
の
問
題
に
関
す
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
の
転
換
の
契
機
は
、
二
〇
〇
七
年
の

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
で
Ｓ
Ｎ
Ｐ
に
政
権
を
奪
わ
れ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。

　

選
挙
敗
北
の
責
任
に
よ
り
、ジ
ャ
ッ
ク
・
マ
ッ
コ
ン
ネ
ル
（Jack M

cC
onnell

）
に
代
わ
り
、ウ
ェ
ン
デ
ィ
ー
・
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
（W

endy 

A
lexander

）
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党
の
新
し
い
党
首
に
選
出
さ
れ
て
い
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党
党
首
に
就
任
し
て
す
ぐ
に
、

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
さ
ら
な
る
権
限
移
譲
を
超
党
派
の
合
意
に
よ
っ
て
実
現
す
べ
き
と
す
る
提
案
を
行
っ
た
。
そ
れ

に
対
し
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
党
首
の
ゴ
ー
ル
デ
ィ
ー
は
、
こ
の
提
案
を
﹁
権
限
移
譲
の
第
二
段
階
の
開
始
を
告
げ
る
も
の
で
あ
る
﹂

と
し
て
歓
迎
し
、
労
働
党
お
よ
び
自
由
民
主
党
と
と
も
に
、
後
に
﹁
カ
ル
マ
ン
委
員
会
（C

alm
an C

om
m

ission

）﹂）
₁₃
（

と
し
て
知
ら
れ
る
検

討
委
員
会
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（T

he Scotsm
an, 7 D

ecem
ber 2007

）。

　

Ｓ
Ｎ
Ｐ
は
カ
ル
マ
ン
委
員
会
の
議
題
が
権
限
移
譲
に
限
定
さ
れ
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
の
問
題
が
検
討
対
象
に
含
ま
れ
な
い
こ
と
を
批

判
し
て
参
加
し
な
か
っ
た
。
一
方
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
指
導
部
は
、
そ
れ
ま
で
権
限
移
譲
に
消
極
的
と
見
な
さ
れ
て
い
た
保
守
党
が
、

労
働
党
お
よ
び
自
由
民
主
党
と
と
も
に
さ
ら
な
る
権
限
移
譲
の
問
題
に
つ
い
て
前
向
き
な
立
場
か
ら
検
討
に
加
わ
る
こ
と
は
、保
守
党
の﹁
解
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毒
﹂、﹁
汚
名
返
上
﹂
に
と
っ
て
少
な
か
ら
ぬ
意
味
を
持
つ
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
党
内
に
は
依
然
と
し
て
権
限
移
譲

の
拡
大
に
批
判
的
な
勢
力
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
カ
ル
マ
ン
委
員
会
へ
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
の
対
応
は
、
一
九
六
〇
年
代
に
﹁
パ

ー
ス
宣
言
﹂
が
出
さ
れ
た
際
と
同
様
に
、
そ
れ
ほ
ど
熱
の
こ
も
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
（Torrance 2012, 106

）。

　

二
〇
〇
五
年
一
二
月
に
保
守
党
党
首
選
挙
で
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
キ
ャ
メ
ロ
ン
（D

avid C
am

eron

）
が
選
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
が
汚
名
返
上
戦
略
を
追
求
す
る
う
え
で
好
ま
し
い
環
境
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。そ
れ
ま
で
の
保
守
党
党
首
と
は
異
な
り
、

キ
ャ
メ
ロ
ン
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
権
限
移
譲
に
否
定
的
な
態
度
を
と
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党

が
カ
ル
マ
ン
委
員
会
に
参
加
す
る
う
え
で
問
題
は
な
か
っ
た
。
ち
な
み
に
、
労
働
党
の
場
合
に
は
、
中
央
の
指
導
部
に
よ
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
労
働
党
の
人
事
な
ど
へ
の
介
入
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
が
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
以
降
の
保
守
党
の
場
合
に
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
の
活

動
に
対
す
る
﹁
傍
観
（benign neglect
）﹂
の
姿
勢
が
顕
著
だ
っ
た
の
で
あ
る
（C

onvery 2014a, 31

）。
ち
な
み
に
、
二
〇
一
〇
年
総
選

挙
に
向
け
た
保
守
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
は
、
カ
ル
マ
ン
委
員
会
報
告
書
の
勧
告
を
尊
重
し
て
、
政
権
復
帰
後
一
年
以
内
に
政
府
白
書
を
作
成

し
、
そ
の
後
早
い
時
期
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
権
限
拡
大
を
実
現
す
る
法
律
を
制
定
す
る
こ
と
が
公
約
さ
れ
て
い
た
（C

onservative 

P
arty 2010, 83

）。

　

二
〇
一
〇
年
総
選
挙
直
前
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
大
会
に
お
い
て
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
は
連
合
王
国
に
お
け
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
存
在

意
義
を
確
認
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
首
相
に
就
任
し
た
暁
に
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
Ｓ
Ｎ
Ｐ
政
権
と
の
間
で
建
設
的
な
協
力
関
係
を
構
築
す
る

こ
と
を
約
束
し
て
い
た
（T

he D
aily E

xpress, 13 F
ebruary 2010

）。
実
際
に
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
は
首
相
に
就
任
し
て
わ
ず
か
数
日
後
に
は

エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
を
訪
問
し
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
首
相
（
第
一
大
臣
：F

irst M
inister

）
の
ア
レ
ッ
ク
ス
・
サ
ー
モ
ン
ド
（A

lex 

Salm
ond

）
と
会
見
し
、
保
守
党
首
相
に
よ
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
重
視
の
姿
勢
を
印
象
づ
け
て
い
る
（T

he Scotsm
an, 15 M

ay 2010

）。

　

保
守
党
が
自
由
民
主
党
と
の
連
立
に
よ
っ
て
政
権
復
帰
を
果
た
し
た
二
〇
一
〇
年
総
選
挙
で
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
い
て
も
保
守
党
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の
勢
力
回
復
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
二
〇
〇
七
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
以
降
の
汚
名
返
上
戦
略
に
よ
っ
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守

党
は
﹁
反
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
的
﹂
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
取
り
去
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
総
選
挙
で
の
一
定
の
勢
力
拡
大
が
予
想
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
の
選
挙
結
果
は
、
表
１
が
示
す
よ
う
に
得
票
率
で
前
回
二
〇
〇
五
年
総
選
挙
の
一
五
・
八
％
か
ら
一
六
・
七

％
と
、
〇
・
九
ポ
イ
ン
ト
ば
か
り
の
微
増
を
果
た
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
獲
得
議
席
は
前
回
同
様
わ
ず
か
一
議
席
に
と
ど
ま
っ

た
。）
₁₄
（

　

二
〇
一
〇
年
総
選
挙
で
も
党
勢
停
滞
傾
向
に
変
化
の
兆
し
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
は
検
討
委
員
会
を
設
置

し
て
党
組
織
に
関
す
る
改
革
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。
総
選
挙
や
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
に
お
い
て
得
票
率
や
議
席
が
伸
び
な
い

一
因
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
の
党
組
織
の
衰
退
に
求
め
ら
れ
た
。
か
つ
て
四
万
人
を
超
え
る
党
員
を
抱
え
て
い
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

保
守
党
の
党
組
織
は
、
二
〇
一
〇
年
総
選
挙
時
点
で
一
万
人
を
切
る
ほ
ど
縮
小
し
て
い
た
こ
と
に
注
意
が
喚
起
さ
れ
た
。
ま
た
、
よ
り
深
刻

な
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
有
権
者
の
多
く
が
保
守
党
の
存
在
意
義
を
疑
い
、
ま
た
少
な
く
な
い
人
々
が

保
守
党
を
﹁
反
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
的
﹂
と
見
な
し
て
い
る
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。

　

検
討
委
員
会
の
報
告
書
は
、
政
策
面
で
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
・
政
府
に
対
す
る
財
政
権
限
移
譲
の
問
題
に
つ
い
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
保
守
党
指
導
部
と
一
般
党
員
そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
保
守
党
指
導
部
と
の
間
で
率
直
な
議
論
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
特
に
方
向
性

を
示
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
組
織
面
で
は
、
そ
れ
ま
で
公
式
に
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
保
守
党
グ
ル
ー
プ
の
リ

ー
ダ
ー
に
す
ぎ
な
か
っ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
党
首
の
地
位
を
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
保
守
党
組
織
全
体
の
リ
ー
ダ
ー
に
す
る

べ
き
で
あ
る
と
い
う
勧
告
が
な
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
名
実
と
も
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
の
﹁
党
首
﹂
を
選
ぶ
党
首
選
挙
に
つ
い
て
は
、

一
人
一
票
の
党
員
投
票
で
行
う
べ
き
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

た
だ
、
か
つ
て
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
を
イ
ギ
リ
ス
の
保
守
党
か
ら
組
織
的
に
独
立
さ
せ
た
う
え
で
、﹁
保
守
党
﹂
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と
い
う
党
名
自
体
に
つ
い
て
も
変
更
す
る
急
進
的
な
改
革
は
退
け
ら
れ
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
が
イ
ギ
リ
ス
の
保
守
党
組
織
の
一
員

で
あ
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
（Scottish C

onservative and U
nionist P

arty 2010

）。

　

二
〇
一
一
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
に
向
け
て
、
保
守
党
は
過
大
な
期
待
を
抱
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
サ
ー

モ
ン
ド
首
相
に
次
い
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
有
権
者
か
ら
二
番
目
に
支
持
さ
れ
て
い
た
ゴ
ー
ル
デ
ィ
ー
を
党
首
と
し
て
い
る
こ
と
で
、
党
勢

停
滞
傾
向
を
逆
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
見
方
は
強
か
っ
た
。）
₁₅
（

　

し
か
し
な
が
ら
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
が
過
半
数
議
席
を
獲
得
す
る
地
滑
り
的
な
勝
利
を
お
さ
め
た
二
〇
一
一
年
選
挙
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党

に
と
っ
て
一
九
九
九
年
の
第
一
回
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
以
降
、
最
悪
の
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。
得
票
率
は
、
小
選
挙
区

が
一
三
・
四
％
、
比
例
代
表
が
一
二
・
四
％
と
過
去
最
低
と
な
り
、
獲
得
議
席
数
は
一
五
議
席
と
前
回
か
ら
さ
ら
に
二
議
席
減
ら
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
九
議
席
を
失
っ
た
労
働
党
や
一
一
議
席
を
失
っ
た
自
由
民
主
党
と
比
べ
れ
ば
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
の
敗
北
の
規
模
は
大

き
く
な
か
っ
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
ゴ
ー
ル
デ
ィ
ー
は
選
挙
敗
北
の
責
任
を
と
っ
て
党
首
の
地
位
か
ら
退
く
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
（T

he Scotsm
an, 10 M

ay 2011
）。

四
　
二
〇
一
一
年
党
首
選
挙

　

ゴ
ー
ル
デ
ィ
ー
の
辞
任
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
の
党
首
選
挙
で
は
、
権
限
移
譲
問
題
を
め
ぐ
る
立
ち
位
置
、
お

よ
び
、
そ
れ
と
密
接
に
関
係
す
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
分
離
独
立
住
民
投
票
に
向
け
て
の
対
応
を
め
ぐ
っ
て
、
二
つ
の
対
照
的
な
選
択
肢
が

提
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
党
首
選
挙
が
行
わ
れ
た
二
〇
一
一
年
一
一
月
の
時
点
で
は
、
分
離
独
立
住

民
投
票
の
実
施
は
確
定
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
に
お
い
て
独
立
派
の
Ｓ
Ｎ
Ｐ
が
過
半
数
議
席
を
獲
得
し
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て
い
た
た
め
に
、
二
〇
一
五
年
ま
で
の
任
期
中
に
住
民
投
票
が
実
施
さ
れ
る
可
能
性
は
か
な
り
高
い
と
見
ら
れ
て
い
た
。）
₁₆
（

　

一
九
九
九
年
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
設
立
以
降
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
の
党
首
を
務
め
た
マ
ク
レ
ッ
チ
ー
と
ゴ
ー
ル
デ
ィ
ー
の
二

人
は
選
挙
で
選
ば
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
他
に
出
馬
す
る
候
補
者
が
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
無
投
票
で
選
出
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。）
₁₇
（

そ
れ
に
対
し
て
、
二
〇
一
一
年
の
党
首
選
挙
に
は
四
人
の
候
補
者
が
出
馬
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

党
首
選
挙
に
出
馬
し
た
候
補
者
の
中
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
の
そ
れ
ま
で
の
立
場
か
ら
大
き
な
転
換
を
迫
る
急
進
的
な
主
張
を
行

っ
た
の
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ィ
の
下
で
副
党
首
を
務
め
て
い
た
マ
ー
ド
・
フ
レ
イ
ザ
ー
（M

urdo F
raser

）
で
あ
っ
た
。

　

か
つ
て
フ
レ
イ
ザ
ー
は
、
他
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
政
治
家
と
同
様
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
設
立
な
ど
の
権
限
移
譲
に
対
し

て
反
対
す
る
姿
勢
を
と
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
フ
レ
イ
ザ
ー
は
こ
の
党
首
選
挙
の
中
で
、
権
限
移
譲
の
是
非
を
問
う
一
九
九
七
年
の
住
民
投

票
で
保
守
党
が
反
対
派
の
運
動
に
参
加
し
た
の
は
誤
り
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
率
直
に
認
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、
フ
レ
イ
ザ

ー
は
、
近
い
将
来
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
て
い
た
分
離
独
立
住
民
投
票
を
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
は
﹁
脅
威
﹂
と
し
て
で

は
な
く
﹁
機
会
﹂
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
来
た
る
べ
き
住
民
投
票
に
お
い
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
独
立
を
阻
止
し
、
連
合
王

国
の
存
続
を
確
実
に
す
る
た
め
に
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
は
二
つ
の
大
幅
な
転
換
を
必
要
と
し
て
い
る
と
、
フ
レ
イ
ザ
ー
は
論
じ
た

の
で
あ
る
。

　

フ
レ
イ
ザ
ー
が
掲
げ
た
第
一
の
転
換
は
、
権
限
移
譲
お
よ
び
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
に
関
す
る
転
換
で
あ
っ
た
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
は
一
九
九
七
年
の
住
民
投
票
敗
北
後
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
対
す
る
権
限
移
譲
を
容
認
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

そ
れ
は
と
も
す
れ
ば
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
設
立
と
い
う
﹁
現
実
﹂
に
対
す
る
消
極
的
な
適
応
に
す
ぎ
な
い
と
見
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ィ
ー
党
首
の
下
で
追
求
さ
れ
た
汚
名
返
上
戦
略
の
一
環
と
し
て
、
カ
ル
マ
ン
委
員
会
に
参
加
し
て

一
定
の
権
限
移
譲
拡
大
を
支
持
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
さ
ら
な
る
権
限
移
譲
へ
の
支
持
は
、
必
ず
し
も
熱
意
を
持
っ
て
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行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
た
め
に
、ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
有
権
者
に
対
し
て
保
守
党
の
変
化
を
印
象
づ
け
る
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

フ
レ
イ
ザ
ー
に
よ
れ
ば
、
状
況
に
迫
ら
れ
て
権
限
移
譲
の
拡
大
を
徐
々
に
受
け
入
れ
て
い
く
と
い
う
こ
の
よ
う
な
や
り
方
で
は
、
保
守
党
は

い
つ
ま
で
た
っ
て
も
﹁
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
政
党
﹂
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
、
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
そ
れ
ま
で
と
は
大
き
く
異
な
る
立
場
、
す
な
わ
ち
、
一
方
で
イ
ギ
リ
ス
（
連
合
王
国
）
の
一
体
性
を
維
持
す
る
た
め
に
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
の
独
立
に
反
対
す
る
立
場
を
堅
持
し
つ
つ
、
他
方
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
に
対
す
る
権
限
移
譲
に
関
し
て
、
労
働
党
を
は
る
か

に
超
え
る
よ
う
な
積
極
的
な
立
場
を
と
る
こ
と
を
フ
レ
イ
ザ
ー
は
推
奨
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
保
守
党
を
﹁
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
政
党
﹂
と

し
て
有
権
者
に
印
象
づ
け
る
こ
と
が
肝
心
で
あ
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
へ
の
さ
ら
な
る
権
限
移
譲
を
推

進
す
る
た
め
に
、
カ
ル
マ
ン
委
員
会
や
そ
の
勧
告
を
反
映
し
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
に
示
さ
れ
た
財
政
権
限
移
譲
の
内
容
を
大
幅
に
拡
充
す

る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
立
場
が
示
さ
れ
た
。
フ
レ
イ
ザ
ー
に
よ
れ
ば
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
は
﹁
権
限
移
譲
の
進
化
（evolution of 

devolution

）﹂
を
掲
げ
る
政
党
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
（T

he G
uardian, 5 Septem

ber 2011

）。

　

フ
レ
ー
ザ
ー
が
掲
げ
た
第
二
の
転
換
は
党
組
織
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
の
あ
り
方
を
根
本

的
に
変
え
る
提
案
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
党
内
に
大
き
な
波
紋
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。
フ
レ
イ
ザ
ー
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
の

解
党
的
再
ス
タ
ー
ト
を
提
唱
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
、
イ
ギ
リ
ス
（
連
合
王
国
）
全
域
で
活
動
す
る
保
守
党
の
地
方
組
織
と
い

う
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
の
位
置
づ
け
を
全
面
的
に
改
め
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
の
組
織
や
人
員
を
基
礎

と
し
て
、
ま
っ
た
く
新
し
い
保
守
主
義
政
党
を
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
立
ち
上
げ
る
と
い
う
提
案
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

新
し
い
政
党
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
ド
イ
ツ
の
バ
イ
エ
ル
ン
州
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
社
会
同
盟
が
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
。
キ
リ
ス

ト
教
社
会
同
盟
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
以
外
の
ド
イ
ツ
各
州
で
活
動
す
る
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
と
は
、
密
接
な
協
力
関
係
を
有
す
る
姉
妹
政

党
の
関
係
に
あ
る
。
両
党
は
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
に
お
い
て
統
一
会
派
を
組
む
こ
と
に
よ
り
、
あ
た
か
も
一
つ
の
政
党
の
よ
う
に
活
動
し
て
い
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六
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政
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二
六
五
四

る
。
フ
レ
イ
ザ
ー
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
以
外
で
活
動
す
る
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
新
し
い
保
守
政
党
が
、
ド
イ
ツ
の
キ

リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
と
キ
リ
ス
ト
教
社
会
同
盟
と
同
じ
よ
う
に
、
組
織
面
で
は
独
立
し
て
い
る
が
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
面
や
国
政
に
関
す
る
活

動
で
は
一
致
協
力
す
る
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
し
て
い
た
。

　

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
根
本
的
な
組
織
改
革
が
必
要
と
さ
れ
る
か
と
言
え
ば
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
が
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
の
地
方
組
織
と

し
て
の
位
置
に
あ
る
こ
と
で
、﹁
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
政
党
﹂
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
ず
に
、﹁
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
政
党
﹂
で
あ
る
保
守
党
の

言
い
な
り
の
下
部
組
織
と
い
う
印
象
を
払
拭
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
っ
た
。
フ
レ
イ
ザ
ー
に
よ
れ
ば
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党

の
追
求
す
る
減
税
や
規
制
緩
和
な
ど
の
中
道
右
派
的
な
政
策
を
求
め
る
人
々
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
も
か
な
り
の
割
合
を
占
め
て
い
る
と

思
わ
れ
る
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
が
﹁
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
政
党
﹂
と
し
て
見
ら
れ
て
い
る
限
り
、
こ
う
し
た
中
道
右
派
的
政
策
選
好

を
持
つ
有
権
者
の
支
持
を
得
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
に
な
っ
て
い
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

要
す
る
に
、
現
状
の
ま
ま
で
は
、
中
道
右
派
の
有
権
者
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
に
投
票
す
る
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
政
策
内
容
に
目
を
向

け
る
こ
と
さ
え
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
ま
ず
は
﹁
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
政
党
﹂
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
解
消
し
、﹁
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
政
党
﹂
と

し
て
の
立
場
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
か
ら
の
分
離
、
そ
し
て
、
新
し
い
保
守
主
義
政
党
の
立
ち
上
げ
が
求
め
ら
れ
た
の

で
あ
る
（F

raser 2011

）。

　

ち
な
み
に
、
冒
頭
で
見
た
よ
う
に
、
自
由
統
一
党
と
の
合
同
に
よ
っ
て
一
九
一
二
年
か
ら
一
九
六
五
年
ま
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
保
守
党

は
、﹁
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
統
一
党
﹂
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
（
連
合
王
国
）
の
他
の
地
域
で
活
動
す
る
保
守
党
（
保
守
統
一
党
）
と
形
式
的
に
は

別
個
の
存
在
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
過
去
の
経
緯
を
考
え
れ
ば
、
フ
レ
イ
ザ
ー
の
提
案
は
、
か
つ
て
の
組
織
的
な
形
式
を
よ
り
実
質
的

な
形
で
再
現
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。）
₁₈
（

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
に
対
し
て
根
本
的
な
転
換
を
迫
っ
た
フ
レ
イ
ザ
ー
に
対
し
て
、
他
の
三
人
の
候
補
者
は
、
権
限
移
譲
の
問
題
と
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社
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六
七
巻
六
号�

七
九

二
六
五
五

党
組
織
改
革
の
問
題
に
つ
い
て
そ
れ
ま
で
の
路
線
を
維
持
す
る
立
場
を
明
確
に
し
て
い
た
。

　

特
に
、
フ
レ
イ
ザ
ー
に
対
抗
す
る
候
補
者
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ル
ー
ス
・
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
ソ
ン
（R

uth D
avidson

）
は
、

フ
レ
イ
ザ
ー
の
求
め
る
新
し
い
保
守
主
義
政
党
の
立
ち
上
げ
は
混
乱
を
も
た
ら
す
だ
け
で
あ
り
、
党
勢
回
復
の
た
め
に
必
要
な
の
は
党
員
の

拡
大
や
政
策
の
再
検
討
な
ど
の
地
道
な
改
革
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
特
に
重
要
な
の
は
、
活
力
と
カ
リ
ス
マ
を
持
っ
た
リ
ー

ダ
ー
の
下
で
そ
の
よ
う
な
改
革
を
着
実
に
進
展
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
そ
の
意
味
で
、
三
二
歳
と
若
く
、
ま
た
か
つ
て
﹁
鉄
の
女
﹂

と
呼
ば
れ
た
サ
ッ
チ
ャ
ー
を
彷
彿
さ
せ
る
意
志
の
強
い
女
性
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
保
守
党
政
治
家
と
し
て
は
珍
し
く
同
性
愛
者
で
あ
る

こ
と
を
オ
ー
プ
ン
に
し
て
い
る
自
分
が
党
首
に
就
任
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
の
イ
メ
ー
ジ
を
大
き
く
改
善
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
点
を
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
ソ
ン
は
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
さ
ら
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
に
対
す
る
権
限
移
譲
に
つ
い
て
は
、

カ
ル
マ
ン
委
員
会
に
お
い
て
合
意
さ
れ
、
二
〇
一
二
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
部
分
的
な
財
政
権
限
の
移
譲
に
と

ど
め
る
べ
き
と
し
て
、
こ
の
点
で
も
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
ソ
ン
（
お
よ
び
そ
の
他
二
人
の
候
補
者）
₁₉
（

）
は
、
フ
レ
イ
ザ
ー
と
は
対
照
的
な
立
場
を
と
っ

て
い
た
（T

he Scotsm
an, 9 Septem

ber 2011
）。

　

二
〇
一
一
年
一
一
月
四
日
に
開
票
結
果
が
公
表
さ
れ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
の
党
首
選
挙
で
は
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
ソ
ン
が
フ
レ
イ
ザ
ー

を
抑
え
て
新
党
首
に
選
出
さ
れ
た
。
選
好
順
位
指
定
投
票
制
で
行
わ
れ
た
こ
の
選
挙
で
は
、
第
一
選
好
票
に
つ
い
て
は
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
ソ
ン
の

二
二
七
八
票
に
対
し
て
フ
レ
イ
ザ
ー
が
二
〇
九
六
票
で
あ
っ
た
が
、
落
選
が
確
定
し
た
他
の
二
候
補
の
第
一
選
好
票
を
下
位
の
選
好
に
応
じ

て
振
り
分
け
た
結
果
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
ソ
ン
が
二
九
八
三
票
、
フ
レ
イ
ザ
ー
が
二
四
一
七
票
と
な
り
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
ソ
ン
の
当
選
が
確
定
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
ち
な
み
に
、
最
終
的
な
得
票
率
で
は
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
ソ
ン
が
五
五
・
二
％
、
フ
レ
イ
ザ
ー
が
四
四
・
八
％
で
あ
り
、
一
〇

ポ
イ
ン
ト
ほ
ど
の
差
を
つ
け
た
当
選
で
あ
っ
た
（T

he Scotsm
an, 11 N

ovem
ber 2011

）。

　

ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
ソ
ン
の
当
選
は
、
一
方
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
の
党
員
の
多
数
が
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
か
ら
の
分
離
を
望
ん
で
い
な
い
こ
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と
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
、
他
方
で
党
組
織
の
分
離
と
新
党
結
成
と
い
う
フ
レ
イ
ザ
ー
の
急
進
的
な
提
案
を
支
持
す
る
党
員
が
四
割
を

超
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
設
立
以
降
の
党
勢
低
迷
に
危
機
感
を
抱
く
人
々
が
少
な
く
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
た

（C
onvery 2014b, 319-320

）。

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
が
、
党
首
選
挙
に
お
い
て
根
本
的
な
転
換
を
求
め
た
フ
レ
イ
ザ
ー
で
は
な
く
、
現
状
維
持
に
近
い
立
場
を
掲
げ

て
い
た
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
ソ
ン
を
選
択
し
た
直
後
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
を
中
心
と
す
る
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
指
導
部
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
権

限
移
譲
の
枠
組
に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る
検
討
を
行
う
用
意
が
あ
る
と
い
う
姿
勢
を
見
せ
た
。
二
〇
一
二
年
二
月
に
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
を
訪
問
し

た
キ
ャ
メ
ロ
ン
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
分
離
独
立
の
是
非
を
問
う
こ
と
に
な
る
、
来
た
る
べ
き
住
民
投
票
に
お
い
て
イ

ギ
リ
ス
残
留
と
い
う
結
果
が
出
た
場
合
に
は
、
す
で
に
二
〇
一
二
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
で
認
め
ら
れ
て
い
た
権
限
に
加
え
て
、
さ
ら
に
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
権
限
を
拡
大
す
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
の
用
意
が
あ
る
と
述
べ
た
の
で
あ
る
（C

am
eron 2012a

）。

　

こ
れ
は
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
ソ
ン
が
前
年
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
党
首
選
挙
で
示
し
た
現
状
維
持
の
立
場
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
も
の
で

あ
っ
た
。
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
の
発
言
は
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
独
立
に
は
不
安
を
抱
い
て
い
る
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
が
有
し
て
い
る
現

状
の
権
限
で
は
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
考
え
の
有
権
者
を
、
分
離
独
立
住
民
投
票
に
お
い
て
反
対
投
票
さ
せ
る
た
め
の
戦
術
的
な
方
策
と
し

て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
発
言
に
よ
っ
て
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
ソ
ン
の
立
場
は
党
首
選
挙
か
ら
わ

ず
か
数
カ
月
で
覆
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
の
﹁
指
示
﹂
に
従
っ
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
が
権
限
移
譲
に
関
す
る
立
場
を
改
め
る
こ
と
は
、﹁
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

の
政
党
﹂
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
の
レ
ッ
テ
ル
を
さ
ら
に
強
め
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
っ
た
た
め
に
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
ソ
ン
と
し
て
は
な
ん
と
し
て
も

避
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
二
〇
一
三
年
三
月
に
、
元
上
院
院
内
総
務
の
ス
ト
ラ
ス
ク
ラ
イ
ド
卿
（L

ord Strathclyde

）
を
委

員
長
と
す
る
検
討
委
員
会
の
設
置
が
発
表
さ
れ
た
（T

he H
erald, 27 M

arch 2013
）。
そ
し
て
、
一
年
あ
ま
り
の
審
議
を
経
て
二
〇
一
四
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二
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七

年
六
月
に
公
表
さ
れ
た
報
告
書
に
お
い
て
、
所
得
税
に
関
す
る
す
べ
て
の
権
限
を
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
に
移
譲
す
る
な
ど
の
財
政
権
限
の

移
譲
を
中
心
と
し
て
、
広
範
な
権
限
移
譲
の
提
案
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
（C

om
m

ission on the F
uture G

overnance of Scotland 

2014
）。

　

ス
ト
ラ
ス
ク
ラ
イ
ド
委
員
会
の
報
告
書
を
受
け
て
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
ソ
ン
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
将
来
に
関
す
る
﹁
非
常
に
よ
い
青
写

真
で
あ
る
﹂
と
述
べ
た
。
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
の
﹁
指
示
﹂
に
従
っ
た
の
で
は
な
く
、
独
立
し
た
ス
ト
ラ
ス
ク
ラ
イ
ド
委
員
会
の
提
言
に
応
じ

る
と
い
う
形
式
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
ソ
ン
は
党
首
選
挙
の
際
に
示
し
た
さ
ら
な
る
権
限
移
譲
へ
の
反
対
の
立
場
を
、
何
と
か

面
子
を
維
持
す
る
形
で
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
（T

he H
erald, 2 June 2013

）。

五
　
分
離
独
立
住
民
投
票

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
分
離
独
立
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
が
二
〇
一
四
年
九
月
一
八
日
に
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
住
民
投
票
の
実
質
的
な
契
機

は
、
二
〇
一
一
年
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
で
独
立
派
の
Ｓ
Ｎ
Ｐ
が
過
半
数
議
席
を
獲
得
し
た
こ
と
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

（Torrance 2013, 8

）。
た
だ
、
法
的
に
言
え
ば
、
分
離
独
立
を
め
ざ
す
Ｓ
Ｎ
Ｐ
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
で
過
半
数
議
席
を
獲
得
し
た
こ

と
に
よ
り
、
住
民
投
票
を
合
法
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
イ
ギ
リ
ス
す
な
わ
ち
﹁
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ

テ
ン
お
よ
び
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
連
合
王
国
（T

he U
nited K

ingdom
 of G

reat B
ritain and N

orthern Ireland

）﹂
の
国
家
構
造
に
関
す

る
権
限
は
、
一
九
九
八
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
に
も
と
づ
い
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
で
は
な
く
イ
ギ
リ
ス
の
国
政
に
携
わ
る
ウ
エ
ス
ト

ミ
ン
ス
タ
ー
議
会
が
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
で
過
半
数
議
席
を
獲
得
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｐ
に
は
、
分
離
独

立
住
民
投
票
を
実
施
す
る
民
主
主
義
的
正
統
性
が
あ
っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
住
民
投
票
を
実
施
す
る
法
的
な
権
限
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が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（Lynch 2013, 283

）。

　

そ
こ
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
分
離
独
立
住
民
投
票
を
い
つ
ど
の
よ
う
な
形
式
で
行
う
の
か
、
と
い
う
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
の
Ｓ
Ｎ
Ｐ
政
権
と
イ
ギ
リ
ス
の
保
守
党
と
自
由
民
主
党
の
連
立
政
権
の
間
で
交
渉
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
サ
ー
モ
ン

ド
首
相
（
第
一
大
臣
）
は
、
世
論
調
査
で
分
離
独
立
を
支
持
す
る
割
合
が
多
数
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
独
立
に
懐
疑
的
な
有
権

者
を
説
得
す
る
時
間
を
確
保
す
る
た
め
に
、二
〇
一
四
年
以
降
に
住
民
投
票
を
行
う
こ
と
を
求
め
て
い
た（Salm

ond 2015, 26-27

）。）
₂₀
（

ま
た
、

世
論
調
査
で
は
、
分
離
独
立
よ
り
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
権
限
の
さ
ら
な
る
拡
大
を
求
め
る
声
が
強
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
た
た
め

に
、
住
民
投
票
の
形
式
と
し
て
分
離
独
立
へ
の
賛
否
と
い
う
二
択
で
は
な
く
、
最
大
限
の
権
限
移
譲
（devolution m

ax

）
と
い
う
三
番
目

の
選
択
肢
を
加
え
た
三
択
で
行
う
こ
と
を
Ｓ
Ｎ
Ｐ
政
権
は
求
め
て
い
た
（Scottish G

overnm
ent 2012, 5-6

）。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
保
守
党
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
は
Ｓ
Ｎ
Ｐ
に
時
間
的
余
裕
を
与
え
る
こ
と
を
嫌
い
、
比
較
的
早
い
時
期
に
住
民
投
票
を
実

施
し
て
否
決
の
結
果
に
導
く
こ
と
に
よ
り
、
分
離
独
立
問
題
の
早
期
決
着
を
望
ん
で
い
た
。
ま
た
、
住
民
投
票
の
選
択
肢
に
最
大
限
の
権
限

移
譲
と
い
う
三
番
目
の
選
択
肢
を
加
え
る
こ
と
は
、
分
離
独
立
と
い
う
目
標
が
達
成
で
き
な
い
と
し
て
も
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
に
次
善
の
賞
品
と
し
て

権
限
移
譲
の
大
幅
拡
大
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
最
大
限
の
権
限
移
譲
が
な
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
が
後
々
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独

立
の
足
が
か
り
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
に
は
三
択
で
の
住
民
投
票
を
受
け
入
れ
る
用
意
は
な
か
っ
た

（Torrance 2013, 27-31

）。

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
に
お
い
て
過
半
数
議
席
を
有
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｐ
政
権
の
発
足
を
契
機
と
し
て
、
保
守
自
民
連
立
政
権
と
Ｓ
Ｎ
Ｐ
政
権
と

の
間
で
、
分
離
独
立
住
民
投
票
を
め
ぐ
る
対
立
点
に
関
し
て
歩
み
寄
り
の
可
能
性
を
探
る
交
渉
が
、
ほ
ぼ
一
年
半
に
わ
た
っ
て
断
続
的
に
続

け
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
一
五
日
に
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
と
サ
ー
モ
ン
ド
首
相
と
の
間
で
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
協
定
が
結
ば

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
協
定
で
は
、
二
〇
一
四
年
中
に
住
民
投
票
を
実
施
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
、
時
期
に
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関
し
て
は
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
要
望
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
方
、
選
択
肢
に
つ
い
て
は
保
守
党
な
ど
が
求
め
る
分
離
独
立
へ
の
賛
否

と
い
う
二
択
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
最
大
限
の
権
限
移
譲
と
い
う
三
番
目
の
選
択
肢
は
排
除
さ
れ
た
。）
₂₁
（

　

以
上
の
よ
う
な
時
期
と
形
式
に
関
す
る
妥
協
に
加
え
て
、
住
民
投
票
で
問
わ
れ
る
文
言
に
つ
い
て
は
、
独
立
機
関
で
あ
る
選
挙
委
員
会

（E
lectoral C

om
m

ission

）
が
責
任
を
持
っ
て
明
確
な
内
容
に
す
る
と
い
う
保
守
党
な
ど
の
要
求
が
反
映
さ
れ
る
一
方
、
住
民
投
票
で
投

票
で
き
る
有
権
者
資
格
に
つ
い
て
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
要
求
を
入
れ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
通
常
の
有
権
者
資
格
で
あ
る
一
八
歳
以
上
の
男
女
で
は
な

く
一
六
歳
以
上
の
男
女
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（T

he Scotsm
an, 28 June 2013

）。
そ
し
て
、
結
果
が
賛
否
の
ど
ち
ら
に

な
る
に
せ
よ
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
と
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
住
民
投
票
の
結
果
を
尊
重
す
る
こ
と
が
確
約
さ
れ
た
（H

M
 G

overnm
ent 

and the Scottish G
overnm

ent 2012

）。

　

エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
協
定
を
め
ぐ
る
交
渉
に
お
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
（
連
合
王
国
）
の
国
家
構
造
に
関
す
る
権
限
を
イ
ギ
リ
ス
議
会
（
ウ
エ
ス

ト
ミ
ン
ス
タ
ー
議
会
）
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
握
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
必
然
的
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
は
主
要
な
役
割
を
果
た
す

こ
と
は
な
く
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
を
中
心
と
す
る
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
指
導
部
と
連
立
与
党
の
自
由
民
主
党
指
導
部
が
中
心
的
な
役
割
を
担
う

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
と
り
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
が
そ
れ
に
従
う
と
い
う
パ
タ
ー

ン
は
、
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
協
定
成
立
後
に
実
質
的
な
住
民
投
票
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
ス
タ
ー
ト
し
て
以
降
も
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
協
定
が
成
立
す
る
半
年
ほ
ど
前
に
、
分
離
独
立
住
民
投
票
の
実
施
を
見
越
し
て
、
超
党
派
を
標
榜
す
る
賛
成
派
と
反
対
派

の
運
動
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
立
ち
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
賛
成
派
の
団
体
と
し
て
は
、﹁
イ
エ
ス
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
（Yes Scotland

）﹂
が
二

〇
一
二
年
五
月
に
結
成
さ
れ
、
反
対
派
の
団
体
と
し
て
は
翌
六
月
に
﹁
ベ
タ
ー
・
ト
ゥ
ギ
ャ
ザ
ー
（B

etter Together

）﹂
が
発
足
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（M

axw
ell and Torrance 2014

）。

　

住
民
投
票
で
は
、
労
働
党
や
自
由
民
主
党
と
と
も
に
保
守
党
も
﹁
ベ
タ
ー
・
ト
ゥ
ギ
ャ
ザ
ー
﹂
の
活
動
に
密
接
に
関
与
す
る
こ
と
に
な
る
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が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
い
て
保
守
党
の
イ
メ
ー
ジ
が
依
然
と
し
て
良
く
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
目
立
っ
た
活
動
は
避
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
反
対
派
運
動
団
体
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
は
、
保
守
党
や
自
由
民
主
党
な
ど
連
立
与
党
か
ら
で
は
な
く
、
ゴ
ー
ド
ン
・

ブ
ラ
ウ
ン
前
労
働
党
首
相
の
下
で
財
務
大
臣
を
務
め
た
ア
リ
ス
テ
ア
・
ダ
ー
リ
ン
グ
（A

listair D
arling

）
が
選
ば
れ
た
。
そ
し
て
、
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
党
首
の
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
ソ
ン
な
ど
保
守
党
関
係
者
は
、﹁
ベ
タ
ー
・
ト
ゥ
ギ
ャ
ザ
ー
﹂
の
ダ
ー
リ
ン
グ
の
下
で
比
較
的
控

え
め
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

な
お
、
超
党
派
団
体
の
﹁
ベ
タ
ー
・
ト
ゥ
ギ
ャ
ザ
ー
﹂
と
は
別
個
に
、
住
民
投
票
に
お
け
る
保
守
党
独
自
の
運
動
団
体
と
し
て
、﹁
保
守

党
連
合
の
友
（C

onservative F
riends of the U

nion

）﹂
も
作
ら
れ
た
が
、
そ
の
基
本
的
な
位
置
づ
け
は
、
労
働
党
や
自
由
民
主
党
な
ど

他
の
政
党
と
と
も
に
超
党
派
の
運
動
に
関
わ
る
こ
と
に
抵
抗
感
を
持
つ
保
守
党
支
持
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
と
い
う
性
格
に
と
ど
ま
る
こ
と

に
な
っ
た
（T

he H
erald, 4 Septem

ber 2012

）。

　

さ
て
、
分
離
独
立
住
民
投
票
に
向
け
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
は
一
つ
の
け
じ
め
を
つ
け
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
議
会
の
設
立
な
ど
権
限
移
譲
に
反
対
し
た
過
去
の
立
場
に
つ
い
て
、
単
に
住
民
投
票
に
破
れ
た
か
ら
渋
々
権
限
移
譲
を
受
け
入
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
権
限
移
譲
に
反
対
す
る
立
場
を
と
っ
た
の
は
誤
り
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
認
め
る
意

思
の
表
明
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
け
じ
め
な
し
に
分
離
独
立
住
民
投
票
に
臨
む
こ
と
に
な
れ
ば
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
人
々
が
保
守
党
の

主
張
に
耳
を
傾
け
る
よ
う
に
な
る
と
は
期
待
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
党
首
の
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
ソ
ン
は
、
二
〇
一
三
年
の
演
説
の
中
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
を
設
立
す
る
こ
と
が
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
人
々
の
﹁
揺
る
ぎ
な
い
意
思
（settled w

ill

）﹂
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
設
立
に
反

対
し
た
保
守
党
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
将
来
に
関
心
が
な
い
政
党
と
し
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
指
摘
し
た
。
そ
の
う
え
で
ダ
ヴ
ィ

ッ
ド
ソ
ン
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
人
々
の
希
望
を
妨
害
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
実
現
に
貢
献
す
る
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た
め
に
努
力
す
る
こ
と
、そ
し
て
、過
去
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
権
限
強
化
を
望
む
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
人
々

と
と
も
に
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
前
進
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
分
離
独
立
問
題
に
つ
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
へ
の
残
留

が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
利
益
に
か
な
っ
て
い
る
と
し
な
が
ら
も
、
万
が
一
独
立
が
賛
成
多
数
と
な
っ
た
場
合
で
も
、
保
守
党
が
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
と
い
う
立
場
が
示
さ
れ
た
（D

avidson 2013

）。

　

分
離
独
立
住
民
投
票
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
お
い
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
は
労
働
党
や
自
由
民
主
党
と
と
も
に
、
反
対
派
の
超
党
派
団

体
﹁
ベ
タ
ー
・
ト
ゥ
ギ
ャ
ザ
ー
﹂
の
運
動
を
支
え
る
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
独
立
に
反
対
し
、
イ
ギ
リ
ス
へ

の
残
留
を
求
め
る
主
張
に
つ
い
て
は
、労
働
党
や
自
由
民
主
党
と
大
き
く
異
な
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
す
る
よ
り
も
、

残
留
す
る
方
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
将
来
を
約
束
す
る
（
そ
れ
ゆ
え
﹁
ベ
タ
ー
・
ト
ゥ
ギ
ャ
ザ
ー
﹂）、
と
い
う
と
こ
ろ
に

焦
点
が
あ
て
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
中
で
保
守
党
ら
し
い
特
徴
も
見
ら
れ
た
。
そ
れ
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
愛

国
主
義
（patriotism

）
の
強
調
で
あ
る
。

　

二
〇
一
二
年
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
大
会
演
説
の
中
で
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
愛
国
主
義
に
つ
い
て
Ｓ
Ｎ
Ｐ

の
独
占
を
許
し
て
き
た
こ
と
が
、
分
離
独
立
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
勢
力
拡
大
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
大
き
な
理
由
で
あ

る
と
述
べ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

青
地
に
斜
め
白
十
字
の
セ
ン
ト
・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ズ
の
旗
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
象
徴
す
る
誇
り
高
い
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
は

そ
れ
を
自
分
た
ち
の
党
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｐ
に
よ
れ
ば
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
愛
す
る
愛
国
者
は
独
立
を
支
持
す

べ
き
で
、
イ
ギ
リ
ス
残
留
を
求
め
る
者
は
﹁
反
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
的
﹂
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｐ
に

よ
る
愛
国
主
義
の
独
占
に
対
し
て
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
愛
す
る
こ
と
と
イ
ギ
リ
ス
残
留
を
求
め
る
こ
と
は
両
立
す
る
、

と
い
う
こ
と
を
粘
り
強
く
主
張
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
の
で
あ
る
（C

am
eron 2012b

）。
ま
た
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
ソ
ン
は
、
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二
六
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ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
イ
ギ
リ
ス
（
連
合
王
国
）
の
一
員
で
あ
る
こ
と
の
意
義
を
評
価
す
る
人
々
と
独
立
を
求
め
る
人
々
の
間
で
、
そ
の
愛
国

主
義
の
強
さ
に
関
し
て
何
ら
違
い
は
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
（D

avidson 2013

）。

　

さ
ら
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
か
ら
の
﹁
反
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
的
﹂、﹁
非
愛
国
的
﹂
と
い
う
攻
撃
を
か
わ
す
た
め
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
イ
ギ
リ
ス

か
ら
分
離
独
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
﹁
可
能
性
﹂
に
つ
い
て
は
受
け
入
れ
る
立
場
が
示
さ
れ
た
。

　

キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
小
さ
す
ぎ
る
の
で
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
し
て
や
っ
て
い
け
な
い
と
主
張
し
た
こ
と
は
一
度
も

な
く
、
む
し
ろ
独
立
国
家
と
し
て
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
十
分
存
立
可
能
性
を
有
す
る
と
し
た
。
た
だ
し
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
と
っ
て
、

そ
し
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
と
っ
て
も
、
連
合
王
国
と
し
て
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
維
持
す
る
方
が
よ
り
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
、
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
の
独
立
に
反
対
す
る
と
し
た
の
で
あ
る
（C

am
eron 2012b

）。
誇
り
あ
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
一
人
と
し
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
保
守
党
党
首
の
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
ソ
ン
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
独
立
国
家
と
し
て
の
可
能
性
を
肯
定
し
て
い
た
が
、
独
立
可
能
と
い
う
こ
と

と
独
立
論
へ
の
支
持
を
安
易
に
結
び
つ
け
る
べ
き
で
は
な
い
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
へ
の
残
留
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
よ
り
よ
い
将
来
を
約
束

す
る
と
論
じ
て
い
た
（D

avidson 2013

）。

　

愛
国
主
義
を
Ｓ
Ｎ
Ｐ
か
ら
取
り
戻
す
こ
と
と
並
ん
で
重
視
さ
れ
た
の
が
、
分
離
独
立
住
民
投
票
に
お
け
る
反
対
投
票
は
﹁
現
状
維
持
﹂
を

意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
、と
い
う
こ
と
を
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
人
々
に
は
っ
き
り
と
印
象
づ
け
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｐ
や
﹁
イ
エ
ス
・

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
﹂
は
、
住
民
投
票
で
独
立
が
否
決
さ
れ
れ
ば
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
権
限
に
変
化
が
見
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
、
保
守

自
民
連
立
政
権
が
推
進
し
て
い
る
緊
縮
政
策
の
影
響
に
よ
り
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
人
々
の
生
活
が
大
き
く
悪
化
す
る
と
い
う
主
張
を
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
中
心
に
位
置
づ
け
て
い
た
。
い
わ
ば
、
独
立
し
な
け
れ
ば
生
活
が
苦
し
く
な
る
と
い
う
不
安
を
あ
お
る
こ
と
に
よ
り
、
独
立
賛

成
票
の
掘
り
起
こ
し
が
追
求
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
独
立
賛
成
派
の
攻
撃
の
矛
先
を
か
わ
す
た
め
に
は
、
そ
れ
ま
で
権
限
移
譲
の
拡
大
に
消
極
的
で
あ
る
と
見
ら
れ
て
き
た
ス
コ
ッ
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二
六
六
三

ト
ラ
ン
ド
保
守
党
が
、
労
働
党
や
自
由
民
主
党
の
お
株
を
奪
う
よ
う
な
積
極
的
な
立
場
を
示
す
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
先
述
の
よ
う
に
、

キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
を
中
心
と
す
る
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
指
導
部
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
よ
り
、
住
民
投
票
で
残
留
の
結
果
が
出
た
場
合
に
は
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
権
限
を
さ
ら
に
拡
大
す
る
用
意
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
（C

am
eron 2012a

）。
ま
た
、
二
〇
一
一
年
の
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
党
首
選
に
お
い
て
現
状
維
持
の
立
場
を
示
し
た
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
ソ
ン
も
、
自
ら
の
立
場
を
大
き
く
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
ス
ト
ラ
ス
ク
ラ
イ
ド
卿
を
委
員
長
と
す
る
検
討
委
員
会
の
答
申
に
も
と
づ
き
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
ソ
ン
は
、
所
得
税
課
税
権
な
ど
の
財
政

権
限
の
移
譲
を
中
心
と
し
て
、ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
に
対
す
る
広
範
な
権
限
移
譲
を
支
持
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（C

om
m

ission 

on the F
uture G

overnance of Scotland 2014

）。

　

さ
て
、
二
〇
一
四
年
九
月
一
八
日
の
投
票
日
が
迫
る
に
つ
れ
て
、
そ
れ
ま
で
世
論
調
査
で
一
〇
～
二
〇
ポ
イ
ン
ト
ほ
ど
あ
っ
た
独
立
反
対

派
と
賛
成
派
の
差
が
急
速
に
接
近
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
九
月
七
日
に
公
表
さ
れ
たYouG

ov

の
世
論
調
査
結
果
で
は
、
僅
差
で

は
あ
っ
た
が
初
め
て
賛
成
が
反
対
を
上
回
っ
た
の
で
あ
る
。
態
度
未
定
を
除
く
と
、
分
離
独
立
に
賛
成
が
五
一
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、

反
対
は
四
九
％
と
な
っ
て
い
た
（T
he Sunday T

im
es, 7 Septem

ber 2014

）。

　

大
差
で
の
勝
利
が
予
想
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
賛
成
派
の
追
い
上
げ
に
よ
っ
て
投
票
結
果
が
予
断
を
許
さ
ぬ
接
戦
と
な
っ
た
こ

と
で
、
保
守
党
、
労
働
党
、
自
由
民
主
党
の
党
首
、
す
な
わ
ち
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
、
エ
ド
・
ミ
リ
バ
ン
ド
（E

d M
iliband

）
労
働
党
党
首
、

ニ
ッ
ク
・
ク
レ
ッ
グ
（N

ick C
legg

）
副
首
相
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
主
要
紙
で
あ
る
デ
イ
リ
ー
・
レ
コ
ー
ド
紙
に
連
名
で
﹁
誓
約
（T

he 

V
ow

）﹂
を
掲
載
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。﹁
誓
約
﹂
の
中
で
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
独
立
が
否
決
さ
れ
た
場
合
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会

の
権
限
を
大
幅
に
拡
大
す
る
こ
と
が
約
束
さ
れ
た
。
ま
た
、
そ
の
内
容
は
、
二
〇
一
五
年
五
月
に
行
わ
れ
る
イ
ギ
リ
ス
の
総
選
挙
に
向
け
た

各
政
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
明
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。）
₂₂
（

ま
さ
に
、
次
期
総
選
挙
で
ど
の
政
党
が
政
権
を
と
っ
て
も
、
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
へ
の
さ
ら
な
る
権
限
移
譲
は
確
実
に
実
施
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
が
強
く
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
（D

aily R
ecord, 16 
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Septem
ber 2014

）。

　

分
離
独
立
住
民
投
票
を
反
対
多
数
の
結
果
に
導
く
た
め
に
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
権
限
拡
大
な
ど
の
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
ア
ピ
ー
ル
だ

け
で
な
く
、
独
立
し
た
場
合
の
経
済
的
な
困
難
を
強
調
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｐ
お
よ
び
﹁
イ
エ
ス
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
﹂
の
独
立
論
を
攻
撃
す
る
、
ネ

ガ
テ
ィ
ヴ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
重
視
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
独
立
賛
成
派
の
主
張
の
中
で
最
大
の
弱
点
と
目
さ
れ
た
の
が
通
貨
問
題
で
あ
っ
た
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｐ
は
、
独
立
に
関
す
る
青
写
真
を
示
し
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
白
書
の
中
で
、
独
立
後
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
イ
ギ
リ
ス
の
通
貨

ポ
ン
ド
を
継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
み
な
ら
ず
、
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
的
な
利
益
に
も
な
る
と
し
て
い
た
。
同
じ
通

貨
を
使
い
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、
為
替
相
場
の
変
動
な
ど
の
リ
ス
ク
を
な
く
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
独
立
後
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
イ
ギ

リ
ス
の
経
済
関
係
を
良
好
に
保
つ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
（T

he Scottish G
overnm

ent 2013, 110-112

）。
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
の
人
々
が
抱
い
て
い
た
独
立
後
の
経
済
的
な
不
安
を
和
ら
げ
る
う
え
で
、
信
頼
性
あ
る
通
貨
ポ
ン
ド
を
引
き
続
き
使
用
可
能
で
あ
る
こ

と
を
保
証
す
る
の
は
、
住
民
投
票
で
賛
成
多
数
の
結
果
を
め
ざ
す
Ｓ
Ｎ
Ｐ
に
と
っ
て
は
不
可
欠
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
独
立
反
対
派
と
し
て
は
、
ポ
ン
ド
の
継
続
使
用
に
関
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
保
証
を
掘
り
崩
す
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、

投
票
日
直
前
に
出
さ
れ
た
﹁
誓
約
﹂
と
同
様
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
、
独
立
後
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
ポ
ン
ド
を
使
用
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

が
明
確
に
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
保
守
党
の
財
務
大
臣
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ズ
ボ
ー
ン
（G

eorge O
sborne

）、
自
由
民
主
党
の
財
務
首
席
担
当

大
臣
ダ
ニ
ー
・
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
（D

anny A
lexander

）、
労
働
党
の
影
の
財
務
大
臣
エ
ド
・
ボ
ー
ル
ズ
（E

d B
alls

）
の
三
人
が
、
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
が
独
立
し
た
場
合
に
は
、
引
き
続
き
ポ
ン
ド
を
使
用
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る

（T
he D

aily Telegraph, 14 F
ebruary 2014

）。

　

そ
の
結
果
、
二
〇
一
五
年
に
予
定
さ
れ
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
の
総
選
挙
で
ど
の
政
党
が
勝
利
し
た
と
し
て
も
、
独
立
と
同
時
に
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
が
ポ
ン
ド
を
失
う
こ
と
が
有
権
者
に
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（M

acw
hirter 2014a, 385-390

）。
分
離
独
立
住
民
投
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票
に
反
対
派
が
勝
利
す
る
た
め
に
は
、
必
ず
し
も
分
離
独
立
の
意
義
を
認
め
て
い
な
い
、
い
わ
ゆ
る
﹁
サ
イ
レ
ン
ト
・
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
﹂

の
票
を
確
実
に
つ
か
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
通
貨
問
題
を
中
心
と
し
て
経
済
問
題
に
関
す
る
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
不
安
を
喚
起
す
る
こ
と
が
、
決
定
的
な
重
要
性
を
占
め
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
（
力
久
二
〇
一
四
）。）
₂₃
（

　

以
上
の
よ
う
に
、
分
離
独
立
住
民
投
票
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
お
け
る
独
立
反
対
派
の
基
本
的
な
戦
略
は
、
反
対
票
を
投
じ
る
こ
と
は
現
状
維

持
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
さ
ら
な
る
分
権
を
意
味
す
る
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
前
面
に
掲
げ
つ

つ
、
独
立
は
通
貨
ポ
ン
ド
の
喪
失
に
よ
り
経
済
的
混
乱
を
も
た
ら
す
な
ど
、
有
権
者
の
不
安
を
喚
起
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

展
開
す
る
と
い
う
二
つ
の
柱
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
（Torrance 2014b, 17-18

）。

　

た
だ
、
前
者
に
つ
い
て
は
保
守
党
、
労
働
党
、
自
由
民
主
党
の
党
首
に
よ
る
﹁
誓
約
﹂
が
注
目
さ
れ
る
一
方
、
後
者
に
つ
い
て
も
三
政
党

の
財
務
担
当
者
の
主
張
に
重
点
が
置
か
れ
た
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
（
連
合
王
国
）
の
政
党
指
導
部
が
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
な
ど
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
政
党
組
織
の
活
動
は
、
中
央
の
政
党
指
導
部
が
定
め
た
戦
略
に

も
と
づ
い
て
、
日
々
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
従
事
す
る
と
い
う
控
え
め
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
党
首
の
ダ
ヴ

ィ
ッ
ド
ソ
ン
は
、
三
〇
代
半
ば
と
い
う
若
手
政
治
家
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
住
民
投
票
に
お
い
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
反
対
論
を

有
権
者
に
説
得
的
に
展
開
で
き
る
論
客
と
し
て
一
定
の
評
価
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
や
オ
ズ
ボ
ー
ン
財
務

相
、
あ
る
い
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
サ
ー
モ
ン
ド
首
相
や
ニ
コ
ラ
・
ス
タ
ー
ジ
ョ
ン
（N

icola Sturgeon

）
副
首
相
と
比
べ
て
も
、﹁
軽
量
級
﹂
政

治
家
と
い
う
印
象
を
払
拭
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
（Torrance 2013, 265

）。

　

そ
の
意
味
で
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
分
離
独
立
住
民
投
票
の
基
本
的
な
対
立
は
、
主
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
主
要
政
党
指
導
部
と
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
の
Ｓ
Ｎ
Ｐ
指
導
部
の
間
に
存
在
し
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
な
ど
主
要
政
党
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
党
組
織
は
脇
役
の
役
割
を

演
じ
て
い
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
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六
　
分
離
独
立
住
民
投
票
後
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党

　

二
〇
一
四
年
九
月
一
八
日
に
行
わ
れ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
分
離
独
立
住
民
投
票
は
、
独
立
に
反
対
が
二
、
〇
〇
一
、
九
二
六
票
（
五
五
・

三
％
）、
賛
成
が
一
、
六
一
七
、
九
八
九
票
（
四
四
・
七
％
）
で
、
約
一
〇
ポ
イ
ン
ト
差
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
独
立
が
否
決
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
（T

he E
lectoral M

anagem
ent B

oard for Scotland 2014

）。
こ
れ
は
世
論
調
査
に
お
い
て
、
投
票
日
の
二
週
間
ほ
ど
前
か

ら
賛
成
派
と
反
対
派
の
支
持
率
が
拮
抗
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
反
対
派
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
巻
き
返
し
が
あ
る
程
度

成
功
し
た
結
果
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
住
民
投
票
後
の
政
治
状
況
は
、
あ
た
か
も
敗
者
が
勝
者
で
勝
者
が
敗
者
で
あ
る
か
の
よ
う
な
様
相
を
見
せ
る
こ
と
に
な

っ
た
（C

airney 2015

）。

　

ま
ず
、
住
民
投
票
で
敗
北
し
た
独
立
賛
成
派
の
Ｓ
Ｎ
Ｐ
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
緑
の
党
は
、
入
党
者
の
急
増
に
よ
っ
て
組
織
を
急
速
に
拡
大

さ
せ
て
い
っ
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｐ
党
首
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
首
相
の
サ
ー
モ
ン
ド
は
住
民
投
票
敗
北
の
責
任
を
と
っ
て
辞
任
し
た
が
、
有
権
者
の
高

い
支
持
を
受
け
て
い
た
ス
タ
ー
ジ
ョ
ン
を
後
任
党
首
・
首
相
に
選
出
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
党
勢
は
、
拡
大
の
一
途
を
た
ど
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
の
結
果
、
住
民
投
票
後
の
入
党
者
の
急
増
に
よ
り
、Ｓ
Ｎ
Ｐ
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
限
定
さ
れ
た
政
党
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

全
国
政
党
で
あ
る
自
由
民
主
党
を
抜
き
去
り
、
党
員
数
で
保
守
党
、
労
働
党
に
続
く
第
三
党
に
躍
り
出
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
二
〇
一
五
年

三
月
時
点
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
党
員
数
は
一
〇
万
人
の
大
台
を
超
え
て
い
る
（T

he Scotsm
an, 22 M

arch 2015

）。
一
方
、
党
員
数
わ
ず
か
一

〇
〇
〇
人
あ
ま
り
で
あ
っ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
緑
の
党
も
、
住
民
投
票
後
の
入
党
者
の
急
増
で
九
〇
〇
〇
人
を
超
え
て
一
万
人
の
大
台
に
迫

る
ま
で
に
成
長
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（T

he Scotsm
an, 4 M

ay 2015

）。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
か
つ
て
三
万
人
を
超
え
る
党
員
を
有
し
て
い
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党
の
党
員
は
、
住
民
投
票
で
の
勝
利
に
も
か
か
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七

わ
ら
ず
党
員
流
出
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
一
三
〇
〇
〇
人
を
下
回
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（T

he 

H
erald, 16 June 2015

）。
ま
た
、
ル
ー
ス
・
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
ソ
ン
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
大
会
で
の
党
首
演
説
に
お
い
て
、
党
首
就

任
以
来
の
党
員
増
に
よ
り
一
一
〇
〇
〇
人
を
数
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
述
べ
て
い
た
が
、
こ
ち
ら
も
住
民
投
票
後
に
は
一
万
人
を
切
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
て
い
る
（D

avidson 2012

）。
さ
ら
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
自
由
民
主
党
の
党
員
数
に
至
っ
て
は
、
わ
ず
か
三

千
人
に
す
ぎ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（R

am
say 2014

）。
い
わ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
主
要
三
政
党
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
い
て
有

す
る
党
員
数
を
合
計
し
た
と
し
て
も
、
急
速
に
勢
力
を
拡
大
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
党
員
数
の
四
分
の
一
に
も
満
た
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

　

さ
て
、
住
民
投
票
開
票
終
了
直
後
の
九
月
一
九
日
早
朝
に
首
相
官
邸
前
で
発
表
さ
れ
た
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
の
声
明
が
、
住
民
投
票
後
の
政

治
状
況
に
大
き
な
波
紋
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
声
明
の
中
で
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
分
離
独
立
否
決

と
い
う
投
票
結
果
を
歓
迎
す
る
と
と
も
に
、
住
民
投
票
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
中
で
約
束
さ
れ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
に
対
す
る
さ
ら
な
る
権

限
移
譲
を
す
み
や
か
に
実
現
す
る
と
述
べ
て
い
た
。
し
か
し
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
権
限
移
譲
に
続
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
（
連
合
王
国
）
全

体
に
か
か
わ
る
改
革
に
着
手
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
部
分
が
、ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
間
で
大
き
な
反
発
を
生
む
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

問
題
の
背
景
に
は
、
い
わ
ゆ
る
﹁
ウ
エ
ス
ト
・
ロ
ジ
ア
ン
問
題
﹂）
₂₄
（

が
存
在
し
て
い
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
設
立
な
ど
労
働
党
政
権

に
よ
る
権
限
移
譲
改
革
以
後
、
保
守
党
で
は
分
権
議
会
を
有
す
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
な
ど
か
ら
選
出
さ
れ
た
下
院
議
員
に
対
し
て
、
そ
の
よ

う
な
議
会
を
持
た
な
い
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら
選
出
さ
れ
た
下
院
議
員
が
不
利
な
扱
い
を
受
け
て
い
る
と
い
う
不
満
が
高
ま
っ
て
い
た
。
す
な

わ
ち
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
選
出
下
院
議
員
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
に
権
限
移
譲
さ
れ
た
分
野
（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
決
定
事
項
）
に
つ

い
て
決
定
に
参
加
で
き
な
い
の
に
対
し
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
選
出
下
院
議
員
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
関
係
す
る
同
分
野
の
決
定
に
参
加
で
き

る
の
で
あ
っ
た
。
一
例
を
あ
げ
る
と
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
下
院
議
員
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
に
権
限
移
譲
さ
れ
た
医
療
分
野
に
関
す
る
決
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定
に
関
与
で
き
な
い
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
下
院
議
員
は
イ
ギ
リ
ス
議
会
（
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
議
会
）
で
決
定
さ
れ
る
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
の
医
療
政
策
に
関
与
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
（H

azell 2006, 7

）。

　

キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
に
対
す
る
権
限
移
譲
の
拡
大
と
と
も
に
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
議
会
や
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
議
会
に

つ
い
て
も
分
権
枠
組
の
強
化
に
前
向
き
な
姿
勢
を
見
せ
つ
つ
、
分
権
議
会
を
持
た
な
い
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
、﹁
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
み

に
適
用
さ
れ
る
法
律
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
選
出
下
院
議
員
が
決
定
す
る
（
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
：E

nglish V
otes for E

nglish L
aw

s

）﹂
と
い
う
方
策

に
つ
い
て
、
真
剣
に
検
討
す
べ
き
時
機
が
到
来
し
た
と
表
明
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ち
な
み
に
、
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
に
つ
い
て
は
、
下
院
の
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
議
席
の
過
半
数
獲
得
が
困
難
と
見
ら
れ
て
い
た
労
働
党
は
反
対
の
姿
勢
を
と
っ
て
い
た
が
、
独
立
派
の
Ｓ
Ｎ
Ｐ
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
だ

け
に
か
か
わ
る
問
題
の
採
決
に
は
棄
権
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
否
定
的
な
立
場
を
と
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
住
民
投
票
で
分
離
独
立
問
題
の
決
着
が
つ
い
た
直
後
に
出
さ
れ
た
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
声
明
の
中
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
に
対

す
る
権
限
移
譲
の
拡
大
が
、﹁
ウ
エ
ス
ト
・
ロ
ジ
ア
ン
問
題
﹂
の
解
決
策
と
し
て
の
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
の
導
入
と
﹁
並
行
か
つ
同
じ
ペ
ー
ス
で
（in 

tandem
 w

ith, and as the sam
e pace as

）﹂
実
施
さ
れ
る
べ
き
と
し
た
表
現
が
、
大
き
な
批
判
を
浴
び
る
こ
と
に
な
っ
た
（C

am
eron 

2014

）。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
人
々
か
ら
す
れ
ば
、﹁
誓
約
﹂
に
よ
っ
て
迅
速
に
実
現
さ
れ
る
こ
と
が
約
束
さ
れ
て
い
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

へ
の
さ
ら
な
る
権
限
移
譲
が
、﹁
ウ
エ
ス
ト
・
ロ
ジ
ア
ン
問
題
﹂
の
解
決
策
を
め
ぐ
る
政
党
間
の
対
立
が
泥
沼
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

実
現
が
遠
の
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
懸
念
を
受
け
て
、
辞
任
表
明
を
行
っ
て
い
た
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
サ
ー
モ
ン
ド
首
相
は
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
は
権
限
移
譲
の
拡
大
に
つ
い

て
守
る
気
も
な
い
﹁
誓
約
﹂
に
よ
っ
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
人
々
を
だ
ま
し
て
独
立
に
反
対
投
票
さ
せ
た
、
と
痛
烈
に
批
判
す
る
こ
と
に

な
っ
た
（T

he Scotsm
an, 21 Septem

ber 2014

）。
そ
の
後
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
反
発
の
強
さ
に
驚
い
た
首
相
官
邸
か
ら
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
さ
ら
な
る
権
限
移
譲
と
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
導
入
は
必
ず
し
も
リ
ン
ク
し
た
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
首
相
声
明
の
趣
旨
に
関
す
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二
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る
説
明
が
出
さ
れ
た
が
、
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
を
め
ぐ
る
議
論
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
間
で
イ
ギ
リ
ス
の
政
府
や
政
党
に
対
す
る
不
信
感
を
い
っ
そ

う
深
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。）
₂₅
（

な
お
、
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
九
年
の
権
限
移
譲
改
革
以
降
、
保
守
党
の
公
式
の
立
場
と
な
っ
て
い

た
の
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
の
中
で
異
論
が
あ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
住
民
投
票
に
お
い
て
分
離
独
立
が
否
決
さ
れ
た

タ
イ
ミ
ン
グ
で
こ
の
問
題
を
提
起
す
る
と
い
う
判
断
に
つ
い
て
は
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
を
中
心
と
す
る
首
相
官
邸
に
お
い
て
な
さ
れ
、
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
の
関
与
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
（T

he G
uardian, 15 D

ecem
ber 2014

）。

　

Ｓ
Ｎ
Ｐ
な
ど
独
立
賛
成
派
の
勢
い
は
、
住
民
投
票
後
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
対
す
る
さ
ら
な
る
権
限
移
譲
を
め
ぐ
る
政
治
過
程
に
も
反
映

し
、
二
〇
一
五
年
総
選
挙
に
も
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
ず
、
住
民
投
票
の
投
票
日
直
前
に
出
さ
れ
た
三
党
首

の
﹁
誓
約
﹂
に
も
と
づ
い
て
、
二
〇
一
四
年
九
月
末
に
元
Ｂ
Ｂ
Ｃ
（B

ritish B
roadcasting C

orporation

））
₂₆
（

会
長
の
ス
ミ
ス
卿
（L

ord 

Sm
ith of K

elvin

）
を
委
員
長
と
す
る
独
立
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
ス
ミ
ス
委
員
会
に
は
、
分
離
独
立
賛
成
派
と
反
対
派
の
双
方
を
含
む

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
主
要
五
政
党）
₂₇
（

の
代
表
が
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
に
新
た
に
移
譲
さ
れ
る
権
限
に
つ
い
て
の

検
討
が
な
さ
れ
た
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｐ
な
ど
独
立
に
賛
成
し
た
政
党
の
代
表
は
、
外
交
、
防
衛
、
マ
ク
ロ
経
済
政
策
な
ど
を
除
い
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
関
係
す
る
す

べ
て
の
権
限
が
移
譲
さ
れ
る
べ
き
と
し
て
、
最
大
限
の
権
限
移
譲
を
主
張
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
独
立
に
反
対
し
た
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
の
労
働
党
、
保
守
党
、
自
由
民
主
党
の
代
表
は
、
二
〇
一
二
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
で
認
め
ら
れ
た
権
限
に
加
え
て
、
財
政
権

限
を
中
心
と
し
て
さ
ら
に
権
限
移
譲
を
拡
大
す
る
と
い
う
﹁
誓
約
﹂
で
示
さ
れ
た
立
場
を
踏
襲
し
て
い
た
が
、
最
大
限
の
権
限
移
譲
は
イ
ギ

リ
ス
（
連
合
王
国
）
の
一
体
性
を
危
う
く
す
る
ば
か
り
か
、
経
済
低
迷
や
福
祉
削
減
な
ど
に
つ
な
が
る
た
め
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
人
々

の
利
益
に
な
ら
な
い
と
主
張
し
た
（H

M
 G

overnm
ent 2014

）。

　

財
政
権
限
の
移
譲
に
関
し
て
、
独
立
反
対
派
三
政
党
の
間
で
興
味
深
い
相
違
が
見
ら
れ
た
。
長
年
に
わ
た
っ
て
イ
ギ
リ
ス
の
連
邦
制
化
を
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二
六
七
〇

主
張
し
て
き
た
自
由
民
主
党
が
、
三
政
党
の
中
で
最
も
大
胆
な
財
政
権
限
の
移
譲
を
求
め
た
の
は
想
定
内
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ

れ
ま
で
権
限
移
譲
に
そ
れ
ほ
ど
積
極
的
と
は
見
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
保
守
党
が
、
累
進
課
税
の
税
率
変
更
を
含
め
て
所
得
税
の
全
面
的
な
移

譲
を
主
張
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
設
立
に
貢
献
し
、
本
来
権
限
移
譲
に
積
極
的
で
あ
る

べ
き
労
働
党
は
、
二
〇
一
二
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
で
認
め
ら
れ
た
所
得
税
の
基
本
税
率
の
半
分
に
あ
た
る
一
〇
％
の
税
源
移
譲
の
一
五
％

へ
の
引
き
上
げ）
₂₈
（

、
お
よ
び
、
最
高
税
率
を
イ
ギ
リ
ス
（
連
合
王
国
）
の
税
率
か
ら
さ
ら
に
引
き
上
げ
る
権
限
を
主
張
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

そ
の
結
果
、
労
働
党
の
提
案
は
保
守
党
よ
り
も
控
え
め
な
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（H

M
 G

overnm
ent 2014, 19

）。

　

ス
ミ
ス
委
員
会
の
議
論
が
進
む
中
で
、
財
政
権
限
の
移
譲
に
関
し
て
、
最
大
限
の
権
限
移
譲
を
求
め
る
Ｓ
Ｎ
Ｐ
や
連
邦
制
化
を
求
め
る
自

由
民
主
党
に
加
え
て
、
保
守
党
も
よ
り
大
幅
な
権
限
移
譲
を
訴
え
た
こ
と
で
、
労
働
党
の
消
極
性
が
際
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
の
人
々
が
、
住
民
投
票
に
お
い
て
分
離
独
立
は
否
定
し
た
も
の
の
、
現
状
よ
り
も
か
な
り
大
幅
な
権
限
移
譲
を
求
め
て
い
る
と
見
ら
れ

て
い
た
の
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
主
要
政
党
の
中
で
労
働
党
が
権
限
移
譲
の
足
を
引
っ
張
る
と
い
う
状
況
は
望
ま
し
い
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
、
ミ
リ
バ
ン
ド
党
首
を
中
心
と
し
て
、
中
央
の
労
働
党
指
導
部
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
よ
り
、
労
働
党
も
所
得
税
の
全
面
的
な

移
譲
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（T

he G
uardian, 27 N

ovem
ber 2014

）。

　

二
〇
一
四
年
一
一
月
二
七
日
に
発
表
さ
れ
た
ス
ミ
ス
委
員
会
の
報
告
書
で
は
、
財
政
権
限
の
移
譲
に
つ
い
て
、
所
得
税
の
全
面
的
な
移
譲

が
提
案
さ
れ
た
ほ
か
、
付
加
価
値
税
（
Ｖ
Ａ
Ｔ
：V

alue A
dded T

ax

）
の
税
収
の
半
分
を
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
独
自
財
源
と
し
て
割
り
当

て
る
提
案
が
示
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
、
税
率
設
定
な
ど
付
加
価
値
税
に
関
す
る
権
限
は
、
イ
ギ
リ
ス
（
連
合
王
国
）
政
府
の
権
限
と
し
て
留

保
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
付
加
価
値
税
の
税
収
割
り
当
て
に
つ
い
て
も
、
労
働
党
と
比
較
し
て
保
守
党
は
よ
り
前
向
き
な

立
場
を
示
し
て
い
た
（H

M
 G

overnm
ent 2014, 22

）。

　

さ
ら
に
、
そ
れ
ま
で
イ
ギ
リ
ス
全
体
で
同
一
の
制
度
を
維
持
す
る
こ
と
が
肝
要
な
の
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
権
限
移
譲
の
対
象
と
さ
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れ
て
こ
な
か
っ
た
社
会
保
障
に
つ
い
て
も
、
障
害
者
向
け
の
給
付
や
低
所
得
層
向
け
の
住
宅
給
付
な
ど
、
い
く
つ
か
の
分
野
で
権
限
移
譲
の

提
案
が
示
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
社
会
保
障
分
野
に
関
す
る
権
限
移
譲
に
関
し
て
も
、
保
守
党
は
一
部
の
福
祉
政
策
に
関
し
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
が
独
自
の
政
策
運
営
を
行
う
意
義
を
認
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
な
お
、
ス
ミ
ス
委
員
会
の
報
告
書
の
内
容
は
、
そ
の
構
成
メ
ン
バ
ー

で
あ
る
主
要
五
政
党
の
立
場
の
中
間
的
位
置
に
落
ち
着
く
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
が
主
張
し
て
い
た
も
の
と

か
な
り
近
い
も
の
に
な
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

二
〇
〇
七
年
の
Ｓ
Ｎ
Ｐ
少
数
政
権
誕
生
を
き
っ
か
け
と
し
て
追
求
さ
れ
て
き
た
﹁
汚
名
返
上
戦
略
﹂
に
も
と
づ
い
て
、
権
限
移
譲
の
拡
大

に
関
す
る
立
場
を
前
向
き
な
も
の
に
改
め
て
き
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
の
着
実
な
努
力
は
、
ス
ミ
ス
委
員
会
の
報
告
書
と
そ
れ
を
基
盤

と
す
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
対
す
る
新
た
な
分
権
法
案
に
反
映
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
〇
一
五
年
総
選
挙
に
向
け
た
保
守
党
の
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
で
は
、
ス
ミ
ス
委
員
会
の
報
告
書
に
示
さ
れ
た
所
得
税
を
含
む
大
幅
な
財
政
権
限
の
移
譲
や
一
部
の
社
会
保
障
分
野
に
関
す
る
権
限
移

譲
を
速
や
か
に
実
現
す
る
た
め
に
、
総
選
挙
後
に
召
集
さ
れ
る
議
会
に
新
し
い
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
の
法
案
を
提
出
し
、
そ
の
早
期
成
立
を

め
ざ
す
旨
が
明
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
権
限
移
譲
を
通
じ
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
を
世
界
の
ど
の
分
権
議
会

に
比
べ
て
も
遜
色
の
な
い
、
広
範
な
権
限
を
有
す
る
強
力
な
議
会
に
す
る
と
い
う
公
約
が
な
さ
れ
て
い
た
（C

onservative P
arty 2015, 

70

）。

　

保
守
党
の
政
権
維
持
か
労
働
党
の
政
権
奪
還
か
注
目
さ
れ
た
二
〇
一
五
年
総
選
挙
に
お
い
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
の
保
守
党
の
勢
力
回

復
に
つ
い
て
大
き
な
期
待
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
た
し
か
に
、
前
年
の
住
民
投
票
で
の
分
離
独
立
否
決
と
い
う
成
果
を
も
と
に
し

て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
の
保
守
党
議
席
に
若
干
の
増
加
が
見
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
希
望
的
観
測
が
な
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
。
し
か
し
、
前
回
選
挙
で
わ
ず
か
一
議
席
に
と
ど
ま
っ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
が
、
議
席
の
大
幅
増
を
遂
げ
る
こ
と
は
な
い
だ

ろ
う
、
と
い
う
現
実
的
な
見
方
が
大
勢
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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実
際
の
選
挙
結
果
は
ま
た
し
て
も
落
胆
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
た
。
ま
ず
獲
得
議
席
に
つ
い
て
は
、
表
１
が
示
す
よ
う
に
前
回
同
様
わ
ず
か

一
議
席
に
と
ど
ま
っ
た
。
さ
ら
に
問
題
で
あ
っ
た
の
は
、
得
票
率
に
関
し
て
、
前
回
の
一
六
・
七
％
か
ら
一
四
・
九
％
へ
と
、
一
・
八
ポ
イ

ン
ト
の
減
少
を
見
せ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
総
選
挙
で
の
保
守
党
の
得
票
率
に
関
し
て
、
二
〇
世
紀
以
降
の
最
低
記
録
と
な
っ
た
二
〇

〇
一
年
総
選
挙
で
の
一
五
・
六
％
か
ら
、
さ
ら
に
〇
・
七
ポ
イ
ン
ト
低
い
数
値
だ
っ
た
の
で
あ
る
。）
₂₉
（

　

二
〇
一
五
年
総
選
挙
で
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
の
見
栄
え
の
し
な
い
選
挙
結
果
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党
や
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

自
由
民
主
党
の
惨
状
と
比
較
す
れ
ば
、
相
対
的
に
は
立
派
な
成
果
と
見
る
こ
と
も
で
き
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
下
院
議
席
五
九
議
席
中
、

五
六
議
席
を
獲
得
す
る
と
い
う
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
地
滑
り
的
大
勝
の
あ
お
り
を
受
け
て
、
前
回
一
一
議
席
を
獲
得
し
た
自
民
党
は
一
議
席
に
、
そ
し

て
、
労
働
党
に
至
っ
て
は
四
一
議
席
か
ら
わ
ず
か
一
議
席
に
ま
で
落
ち
込
む
と
い
う
歴
史
的
大
敗
を
喫
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、

得
票
率
に
つ
い
て
は
、
自
民
党
が
一
八
・
九
％
か
ら
七
・
六
％
に
、
労
働
党
が
四
二
・
九
％
か
ら
二
四
・
三
％
に
大
き
く
減
ら
し
て
い
た
。

こ
う
し
た
労
働
党
と
自
民
党
の
惨
敗
と
並
べ
る
と
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
﹁
津
波
﹂
に
押
し
流
さ
れ
ず
に
一
議
席
を
死
守
し
た
保
守
党
は
、
む
し
ろ
健

闘
し
た
と
言
っ
て
も
言
い
す
ぎ
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
得
票
率
五
〇
・
〇
％
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
有
権
者
の
半
数
か
ら
支
持
さ
れ
、
第
一
党
に
有
利
な
小
選
挙
区
制
の
恩
恵
を
十
二

分
に
受
け
た
Ｓ
Ｎ
Ｐ
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
下
院
議
席
の
九
割
以
上
を
占
め
る
中
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
が
今
ま
で
以
上
に
周
辺
的

な
位
置
に
追
い
や
ら
れ
て
い
る
状
況
は
否
定
で
き
な
い
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
設
立
以
降
の
権
限
移
譲
の
受
け
入
れ
、
お
よ
び
、
二
〇
〇

七
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
以
降
の
﹁
汚
名
返
上
戦
略
﹂
に
よ
っ
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
は
権
限
移
譲
の
問
題
に
関
し
て
労
働

党
と
並
ぶ
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
上
回
る
よ
う
な
前
向
き
な
立
場
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
。
だ
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
治
の
動
き
に
適
応
し

よ
う
と
す
る
こ
の
よ
う
な
保
守
党
の
変
化
は
、
今
の
と
こ
ろ
目
立
っ
た
成
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。）
₃₀
（
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お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、二
〇
世
紀
中
頃
に
は
総
選
挙
で
有
効
投
票
の
過
半
数
を
獲
得
す
る
ほ
ど
強
力
な
存
在
で
あ
っ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
が
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
設
立
な
ど
権
限
移
譲
を
め
ぐ
る
政
治
過
程
の
中
で
、
次
第
に
党
勢
を
低
下
さ
せ
て
き
た
経
緯
に
つ
い
て
概
観
し
て

き
た
。

　

ま
ず
、
権
限
移
譲
は
イ
ギ
リ
ス
（
連
合
王
国
）
の
一
体
性
を
危
険
に
さ
ら
す
と
い
う
理
由
で
そ
の
実
現
を
頑
な
に
拒
ん
で
き
た
こ
と
が
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
は
﹁
反
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
的
﹂
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
確
立
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
が
有
権
者
の
支
持
を
大
き

く
失
う
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。
一
九
九
九
年
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
設
立
後
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
は
そ
れ
ま
で
反
対
し
て
き
た
権

限
移
譲
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、そ
う
し
た
消
極
的
な
受
け
入
れ
と
い
う
姿
勢
は
必
ず
し
も
党
勢
拡
大
に
は
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
二
〇
〇
七
年
、
二
〇
一
一
年
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
、
お
よ
び
、
二
〇
一
〇
年
総
選
挙
に
お
け
る
党
勢
の
停
滞
を
受
け
て
、

﹁
反
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
的
﹂
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
・
イ
メ
ー
ジ
を
改
善
す
る
た
め
に
、
権
限
移
譲
の
拡
大
を
積
極
的
に
支
持
す
る
﹁
汚
名
返
上

戦
略
﹂
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
が
否
決
さ
れ
た
二
〇
一
四
年
住
民
投
票
後
に
は
、
権
限
移
譲
の
拡
大
に

つ
い
て
労
働
党
を
超
え
る
ほ
ど
の
前
向
き
な
姿
勢
が
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
の
﹁
汚
名
返
上
戦
略
﹂
の
効
果
は
、
直
近
の
二
〇
一
五
年
総
選
挙
結
果
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
あ
ま
り
見
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
の
党
内
で

﹁
汚
名
返
上
戦
略
﹂
を
必
ず
し
も
一
致
し
て
推
進
す
る
体
制
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
に
加
え
て
、
権
限
移
譲
の
拡
大
を
支
持
す
る
保
守
党
の

転
換
は
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
た
め
の
見
せ
か
け
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
な
ど
に
よ
る
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
影
響
が
あ
る

だ
ろ
う
。
実
際
、
そ
れ
ま
で
長
き
に
わ
た
っ
て
権
限
移
譲
に
反
対
し
て
き
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
が
、
一
転
し
て
推
進
す
る
立
場
に
な
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っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
を
素
直
に
信
じ
ら
れ
な
い
と
す
る
人
々
は
少
な
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

二
〇
一
五
年
総
選
挙
に
お
い
て
、
保
守
党
が
イ
ギ
リ
ス
議
会
（
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
議
会
）
下
院
の
過
半
数
議
席
を
獲
得
し
て
単
独
多

数
政
権
を
発
足
さ
せ
た
こ
と
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
ま
で
以
上
の
困
難
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

な
ぜ
な
ら
、
二
〇
一
〇
年
総
選
挙
で
成
立
し
た
保
守
党
と
自
由
民
主
党
の
連
立
政
権
の
時
期
で
さ
え
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
人
々
の
間
で

の
緊
縮
政
策
に
対
す
る
反
発
か
ら
、
保
守
党
に
対
す
る
支
持
が
伸
び
悩
む
傾
向
が
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
保
守
党
単
独
政
権
と
な
っ
た
二
〇

一
五
年
以
降
も
緊
縮
政
策
が
継
続
さ
れ
る
な
か
、
有
権
者
の
反
発
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
に
集
中
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
ま
た
、
連
立
政
権
の
時
期
に
は
、
保
守
党
の
一
議
席
と
自
由
民
主
党
の
一
一
議
席
を
合
わ
せ
れ
ば
、
連
立
与
党
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の

下
院
議
席
の
二
割
程
度
を
有
し
て
い
た
が
、
保
守
党
単
独
政
権
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
与
党
議
員
は
保
守
党
の
一
名

だ
け
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
わ
ず
か
一
議
席
し
か
有
し
な
い
保
守
党
政
権
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
人
々

の
信
任
を
全
く
得
て
い
な
い
と
い
う
﹁
統
治
権
の
欠
如
﹂
論
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
な
ど
に
よ
り
そ
れ
ま
で
以
上
に
声
高
に
主
張
さ
れ
る
状
況
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
へ
の
権
限
移
譲
に
一
定
の
進
展
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
約
束
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
年
金
な
ど
社
会
保
障
の
か
な

り
の
部
分
に
つ
い
て
引
き
続
き
イ
ギ
リ
ス
政
府
、
す
な
わ
ち
保
守
党
政
権
が
責
任
を
負
う
な
か
で
、
緊
縮
政
策
に
よ
る
福
祉
削
減
が
進
行
す

れ
ば
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
に
対
す
る
逆
風
は
さ
ら
に
増
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
近
年
中
に
イ
ギ
リ
ス
（
連
合
王
国
）
の
連

邦
化
に
向
け
た
歩
み
が
進
ま
な
け
れ
ば
、
今
後
一
〇
年
の
間
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
分
離
独
立
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
が
再
度
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
と
い
う
見
方
も
強
い
（M

acw
hirter 2014b, 27

）。

　

イ
ギ
リ
ス
の
保
守
党
が
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
存
続
に
成
功
し
た
ば
か
り
か
、
政
権
の
座
に
長
く
あ
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
つ

き
つ
め
れ
ば
こ
の
党
が
時
代
の
変
化
に
う
ま
く
適
応
し
て
き
た
か
ら
だ
、
と
い
う
の
が
一
般
的
な
見
方
で
あ
る
（G

ilm
our 1978; 
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C
harm

ley 1996; 

戸
澤
二
〇
一
〇
）。
し
か
し
、
時
に
は
時
代
の
流
れ
に
頑
な
に
抵
抗
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
き
な
打
撃
を
受
け
る
こ
と
に

な
る
場
合
も
あ
る
。

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
が
設
立
さ
れ
る
ま
で
の
権
限
移
譲
に
対
す
る
保
守
党
の
対
応
は
、
必
要
な
変
化
に
柔
軟
に
応
じ
る
﹁
保
守
﹂
で
は

な
く
、
変
化
に
頑
迷
に
抵
抗
す
る
﹁
守
旧
﹂
の
対
応
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
支
持
の
大
幅
減
少
に
つ
な
が
っ
た
一
例
に
数
え
ら
れ

る
だ
ろ
う
。
前
述
の
よ
う
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
設
立
前
の
権
限
移
譲
に
対
す
る
反
対
、
そ
し
て
、
そ
の
後
も
権
限
移
譲
に
つ
い
て
優

柔
不
断
な
態
度
を
と
り
続
け
た
こ
と
に
よ
り
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
は
﹁
反
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
的
﹂
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
に
よ
っ
て
支
持

の
低
迷
に
悩
む
こ
と
に
な
っ
た
。
近
年
に
な
っ
て
、﹁
汚
名
返
上
戦
略
﹂
に
も
と
づ
い
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
へ
の
権
限
移
譲
の
拡
大
に

積
極
的
に
取
り
組
む
姿
勢
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、﹁
反
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
的
﹂
イ
メ
ー
ジ
の
解
消
に
は
つ
な
が
っ
て
い
な
い

よ
う
で
あ
る
。

　
﹁
汚
名
返
上
戦
略
﹂
の
追
求
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
の
党
勢
拡
大
に
貢
献
し
な
い
状
況
が
続
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、
よ
り
根
本
的
な
転

換
を
求
め
る
動
き
が
出
て
く
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
二
〇
一
六
年
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
に
お
い
て
、
党
勢
停
滞
も
し
く
は
大
幅

な
落
ち
込
み
が
見
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
二
〇
一
一
年
党
首
選
挙
に
お
い
て
マ
ー
ド
・
フ
レ
イ
ザ
ー
が
提
起
し
た
、
イ
ギ
リ
ス
保

守
党
か
ら
の
組
織
的
分
離
、
す
な
わ
ち
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
自
の
保
守
主
義
政
党
の
設
立
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の

意
味
で
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
独
立
を
果
た
す
前
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
が
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
か
ら
﹁
独
立
﹂

を
果
た
す
可
能
性
が
あ
る
、
と
す
る
の
も
あ
な
が
ち
荒
唐
無
稽
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

※
本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費26380193

の
助
成
を
受
け
て
い
る
。
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（
1
）　

イ
ギ
リ
ス
の
正
式
国
名
は
﹁
グ
レ
ー
ト
ブ
リ
テ
ン
お
よ
び
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
連
合
王
国
﹂
な
の
で
、
議
会
の
正
式
名
称
も
﹁
グ
レ
ー
ト
ブ
リ
テ
ン
お
よ
び
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

連
合
王
国
議
会
﹂
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
議
会
が
ロ
ン
ド
ン
の
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
宮
殿
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
一
般
に
﹁
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
議
会
﹂
と
呼

ば
れ
て
い
る
。

（
2
）　

現
在
で
も
イ
ギ
リ
ス
の
保
守
党
の
正
式
名
称
は
﹁
保
守
統
一
党
﹂
で
あ
る
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
や
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
以
外
で
は
こ
の
名
称
が
使
わ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

見
ら
れ
ず
、
一
般
に
保
守
党
と
い
う
名
称
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）　

二
〇
世
紀
前
半
の
保
守
党
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
い
て
高
い
支
持
を
得
た
一
つ
の
理
由
は
、
保
守
党
の
支
持
基
盤
で
あ
る
中
産
階
級
に
加
え
て
、
労
働
党
の
支
持
基
盤
で

あ
る
労
働
者
階
級
か
ら
か
な
り
の
支
持
を
獲
得
し
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
労
働
者
に
と
っ
て
、
保
守
党
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
宗
派
と
帝
国
の
栄
光
の
守
り
手

と
し
て
見
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
そ
の
後
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
衰
退
の
一
因
を
引
き
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
社
会

の
世
俗
化
が
進
み
、
帝
国
か
ら
の
撤
退
が
加
速
す
る
と
と
も
に
、
労
働
者
階
級
に
お
け
る
保
守
党
支
持
が
減
少
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（D

evine 2008, 151

）。

（
4
）　

一
九
六
七
年
一
一
月
の
下
院
補
欠
選
挙
に
お
け
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
民
党
（
Ｓ
Ｎ
Ｐ
）
の
勝
利
に
よ
っ
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
ま
り
が
見
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、
主
要
政
党
の
側
は
何
ら
か
の
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
た
。
ヒ
ー
ス
党
首
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
対
す
る
権
限
移
譲
に
つ
い
て
、
時
の
労
働
党
政
権
に
先
ん
じ
て
積
極

的
な
立
場
を
採
用
し
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
5
）　

保
守
党
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
選
挙
区
に
お
い
て
、
前
回
一
九
七
四
年
一
〇
月
選
挙
で
獲
得
し
た
一
六
議
席
か
ら
二
二
議
席
に
ま
で
増
加
さ
せ
、
六
議
席
増
と
な
っ
て
い
た

（C
airney and M

cG
arvey 2013, 45

）。

（
6
）　

保
守
党
は
一
九
八
三
年
総
選
挙
に
お
い
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
全
体
で
二
一
議
席
を
獲
得
し
て
い
た
。
こ
れ
は
前
回
の
選
挙
結
果
か
ら
わ
ず
か
一
議
席
を
減
ら
し
た
に
す
ぎ
な

か
っ
た
（C

airney and M
cG

arvey 2013, 45

）。

（
7
）　

一
九
八
七
年
総
選
挙
で
は
、
保
守
党
が
議
席
を
有
す
る
選
挙
区
で
、
保
守
党
の
候
補
者
を
破
る
可
能
性
が
あ
る
政
党
の
候
補
者
に
、
他
の
政
党
の
支
持
者
が
投
票
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
保
守
党
候
補
者
の
落
選
を
狙
う
投
票
行
動
が
幅
広
く
見
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
投
票
は
戦
術
投
票
（tactical voting

）
あ
る
い
は
戦
略
投
票
と
呼
ば
れ
る
。

（
8
）　
﹁
連
合
（A

lliance

）﹂
と
い
う
形
で
選
挙
協
力
を
行
っ
て
い
た
自
由
党
と
社
会
民
主
党
は
、
一
九
八
七
年
総
選
挙
直
後
に
合
同
に
向
け
た
交
渉
を
開
始
し
、
そ
の
結
果
一
九

八
八
年
に
﹁
社
会
自
由
民
主
党
﹂
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、
そ
の
後
、
合
同
し
た
政
党
の
名
称
と
し
て
は
、﹁
自
由
民
主
党
﹂
と
い
う
名
称
が
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
（D

river 2011, 117

）。

（
9
）　

興
味
深
い
の
は
、
保
守
党
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
設
立
に
反
対
す
る
一
方
で
、
も
し
住
民
投
票
に
お
い
て
賛
成
多
数
で
議
会
が
設
立
さ
れ
た
場
合
に
は
、
保
守
党
は
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
に
候
補
者
を
立
て
て
戦
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
、
住
民
投
票
が
実
施
さ
れ
る
前
か
ら
、
保
守
党
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
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議
会
が
設
立
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
認
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
10
）　

な
お
、
権
限
移
譲
を
め
ぐ
る
住
民
投
票
に
お
い
て
、
議
会
設
置
と
税
率
変
更
権
限
の
付
与
と
い
う
二
つ
の
項
目
に
対
し
て
、
両
方
と
も
賛
成
（
Ｙ
Ｅ
Ｓ
、
Ｙ
Ｅ
Ｓ
）
す
る
こ

と
を
求
め
る
超
党
派
の
運
動
団
体
と
し
て
、﹁
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
前
進
（Scotland F

orw
ard

）﹂
が
結
成
さ
れ
て
い
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
主
要
政
党
の
う
ち
、
労
働
党
、

Ｓ
Ｎ
Ｐ
、
自
由
民
主
党
の
三
党
が
﹁
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
前
進
﹂
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
11
）　

こ
の
得
票
率
は
選
挙
区
の
も
の
。
比
例
代
表
の
得
票
率
は
さ
ら
に
低
く
、
一
五
・
四
％
と
な
っ
て
い
た
。

（
12
）　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
が
比
較
的
強
い
地
盤
を
有
し
て
き
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
接
す
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
南
部
で
は
、
党
勢
停
滞
を
立
て
直
す
た
め
に
選
挙
組
織
の
拡
充

と
選
挙
戦
術
の
洗
練
が
追
求
さ
れ
た
。
し
か
し
、
平
凡
な
行
動
主
義
（banal activism

）
と
呼
ば
れ
る
こ
う
し
た
努
力
だ
け
で
は
、
有
権
者
の
間
で
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保

守
党
に
対
す
る
根
強
い
不
信
感
を
払
拭
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
（Sm

ith 2011

）。

（
13
）　

グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
学
長
の
ケ
ネ
ス
・
カ
ル
マ
ン
（K

enneth C
alm

an

）
を
委
員
長
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
資
金
面
、
行
政
面
で
の
支
援
を
受
け
て
設
立
さ
れ
た
カ
ル

マ
ン
委
員
会
は
、
保
守
党
、
労
働
党
、
自
由
民
主
党
な
ど
の
代
表
に
加
え
て
、
経
営
者
団
体
、
労
働
組
合
、
そ
の
他
各
界
の
代
表
が
参
加
し
て
い
た
。
二
〇
〇
九
年
六
月
に
提

出
さ
れ
た
最
終
報
告
書
の
内
容
は
、
二
〇
一
〇
年
の
イ
ギ
リ
ス
の
総
選
挙
後
に
誕
生
し
た
保
守
党
と
自
由
民
主
党
の
連
立
政
権
に
よ
っ
て
、
二
〇
一
二
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法

に
結
実
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（C

om
m

ission on Scottish D
evolution 2009

）。

（
14
）　

Ｓ
Ｎ
Ｐ
党
首
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
首
相
の
サ
ー
モ
ン
ド
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
保
守
党
下
院
議
員
と
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
・
パ
ン
ダ
に
関
す
る
自
分
の
ジ
ョ
ー
ク
が
お
気
に
入

り
で
あ
っ
た
。
二
〇
一
一
年
一
二
月
に
中
国
か
ら
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
動
物
園
に
二
頭
の
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
・
パ
ン
ダ
が
や
っ
て
き
た
が
、
そ
の
と
き
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
選
出
の
保
守

党
下
院
議
員
は
一
人
だ
け
だ
っ
た
の
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
は
保
守
党
下
院
議
員
よ
り
も
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
・
パ
ン
ダ
の
方
が
多
い
（
す
な
わ
ち
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
保
守
党

は
支
持
さ
れ
て
い
な
い
）、
と
い
う
こ
と
を
サ
ー
モ
ン
ド
は
皮
肉
っ
た
の
で
あ
る
（Salm

ond 2011

）。

（
15
）　Ipsos M

O
R

I

の
世
論
調
査
で
は
、
支
持
率
か
ら
不
支
持
率
を
引
い
た
純
支
持
率
に
つ
い
て
、
サ
ー
モ
ン
ド
は
プ
ラ
ス
三
〇
％
、
ゴ
ー
ル
デ
ィ
ー
は
プ
ラ
ス
一
〇
％
で
あ
っ
た
。

な
お
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
労
働
党
と
自
由
民
主
党
の
党
首
は
そ
れ
ぞ
れ
プ
ラ
ス
一
％
、
マ
イ
ナ
ス
四
％
で
あ
っ
た
（Ipsos M

O
R

I 2011

）。

（
16
）　

分
離
独
立
を
め
ざ
し
て
い
た
Ｓ
Ｎ
Ｐ
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
で
過
半
数
議
席
を
獲
得
し
た
こ
と
に
よ
り
、
分
離
独
立
を
め
ぐ
る
住
民
投
票
を
合
法
的
に
実
施
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
イ
ギ
リ
ス
の
国
家
構
造
に
関
す
る
権
限
は
、
権
限
移
譲
を
定
め
た
一
九
九
八
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
に
も
と
づ
い
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
議
会
で
は
な
く
イ
ギ
リ
ス
の
国
政
に
携
わ
る
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
議
会
が
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
に
は
分
離
独
立
住
民
投
票
を
実
施
す
る
法

的
な
権
限
は
な
か
っ
た
（Lynch 2013, 283

）。

（
17
）　

二
〇
一
一
年
の
党
首
選
挙
ま
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
の
党
首
選
出
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
保
守
党
議
員
の
投
票
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
七
巻
六
号�

一
〇
二

地
域
分
権
と
政
党
政
治

二
六
七
八

か
し
な
が
ら
、
二
〇
一
一
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
で
の
敗
北
に
よ
り
党
改
革
を
検
討
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
検
討
委
員
会
の
勧
告
を
受
け
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保

守
党
党
首
の
選
出
に
つ
い
て
は
一
般
党
員
の
投
票
に
よ
っ
て
行
い
、
そ
の
選
出
方
法
も
単
純
な
相
対
多
数
制
で
は
な
く
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
下
院
選
挙
と
同
様
の
選
好
順
位

指
定
投
票
制
に
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（C

onvery 2014b, 310-312

）。

（
18
）　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
保
守
党
の
総
選
挙
で
の
成
果
は
、﹁
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
統
一
党
﹂
と
し
て
戦
っ
た
一
九
五
五
年
総
選
挙
が
最
も
よ
か
っ
た
こ
と
も
、
党
組
織
の

分
離
が
望
ま
し
い
と
す
る
一
つ
の
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た
（Scotland on Sunday, 4 Septem

ber 2011

）。

（
19
）　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
の
党
首
選
挙
に
は
、
フ
レ
イ
ザ
ー
と
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
ソ
ン
の
他
に
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
カ
ー
ロ
ウ
（Jackson C

arlaw

）
と
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ミ
ッ
チ

ェ
ル
（M

argaret M
itchell

）
が
出
馬
し
て
い
た
が
、
両
者
と
も
支
持
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
党
首
選
は
フ
レ
イ
ザ
ー
と
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
ソ
ン
の
実
質
的
な
一
騎
打
ち
と
な

っ
た
（C

onvery 2014b
）。

（
20
）　

イ
ギ
リ
ス
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ス
ク
と
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
、
ベ
ル
ギ
ー
の
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
に
お
け
る
独
立
運
動
の
比
較
研
究
に
よ
れ
ば
、
必
ず
し
も
独
自
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
強
さ
が
独
立
を
求
め
る
声
の
強
さ
と
関
連
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
政
党
政
治
や
経
済
状
況
と
の
複
雑
な
関
連
が
見
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
（L

iñeira 

and C
etrà 2015

）。

（
21
）　

キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
は
、
住
民
投
票
に
関
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｐ
が
非
妥
協
的
な
態
度
を
崩
さ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
で
分
離
独
立
の
是
非
を
問
う

住
民
投
票
の
早
期
実
施
に
踏
み
切
る
と
い
う
、﹁
最
終
手
段
（nuclear option

）﹂
を
考
え
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
（C

ochrane 2014, 9

）。

（
22
）　

デ
イ
リ
ー
・
レ
コ
ー
ド
紙
へ
の
﹁
誓
約
﹂
の
掲
載
は
、
労
働
党
の
ブ
ラ
ウ
ン
元
首
相
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
よ
っ
て
実
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
（T

he 

G
uardian, 16 D

ecem
ber 2014

）。
な
お
、
ブ
ラ
ウ
ン
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
権
限
拡
大
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
明
確
化
に
も
尽
力
し
て
い
る
。
住
民
投
票
で
の

独
立
否
決
後
、
た
だ
ち
に
Ｓ
Ｎ
Ｐ
を
含
む
主
要
政
党
の
代
表
が
参
加
す
る
超
党
派
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
こ
で
の
合
意
内
容
に
も
と
づ
い
て
総
選
挙
前
に

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
分
権
法
案
の
試
案
を
作
成
し
、
そ
れ
を
総
選
挙
後
に
遅
滞
な
く
成
立
さ
せ
る
と
い
う
ブ
ラ
ウ
ン
の
提
案
を
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
な
ど
主
要
政
党
の
党
首

は
こ
ぞ
っ
て
支
持
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
23
）　

ち
な
み
に
、
オ
ズ
ボ
ー
ン
財
務
相
ら
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
独
立
と
ポ
ン
ド
の
継
続
使
用
は
両
立
し
な
い
こ
と
を
明
言
し
た
直
後
の
世
論
調
査
で
は
、
独
立
反
対
が
増
加

す
る
ど
こ
ろ
か
若
干
減
少
し
、
逆
に
独
立
賛
成
が
数
ポ
イ
ン
ト
増
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
ポ
ン
ド
の
継
続
使
用
を
認
め
な
い
と
い
う
オ
ズ
ボ
ー

ン
ら
の
主
張
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
政
治
家
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
対
し
て
﹁
命
令
﹂
を
し
て
い
る
と
受
け
取
ら
れ
た
こ
と
で
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ
の
反
発
感
情
が
独
立
賛
成

論
を
一
時
的
に
後
押
し
し
た
結
果
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ブ
ラ
ウ
ン
元
首
相
な
ど
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
政
治
家
の
中
に
は
、
通
貨
問
題
に
関
す
る
オ
ズ
ボ
ー
ン
ら
の
主
張
を

支
持
し
つ
つ
も
、
そ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
が
﹁
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
対
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
﹂
と
い
う
枠
組
で
捉
え
ら
れ
る
危
険
性
に
つ
い
て
危
惧
す
る
者
も
見
ら
れ
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六
七
巻
六
号�

一
〇
三

二
六
七
九

た
（T

he G
uardian, 16 D

ecem
ber 2014

）。

（
24
）　

ウ
エ
ス
ト
・
ロ
ジ
ア
ン
問
題
は
、
要
す
る
に
権
限
移
譲
の
行
わ
れ
て
い
な
い
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
問
題
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
権
限
移
譲
に
よ
っ
て
こ
の
種
の
問
題

が
発
生
す
る
こ
と
を
一
九
七
〇
年
代
に
下
院
の
審
議
の
中
で
提
起
し
た
の
が
、
ウ
エ
ス
ト
・
ロ
ジ
ア
ン
（W

est L
othian

）
選
挙
区
選
出
の
労
働
党
下
院
議
員
タ
ム
・
ダ
リ
エ

ル
（T

am
 D

alyell

）
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、﹁
ウ
エ
ス
ト
・
ロ
ジ
ア
ン
問
題
﹂
と
い
う
名
称
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（H

azell 2006, 7

）。

（
25
）　

ち
な
み
に
、﹁
ベ
タ
ー
・
ト
ゥ
ギ
ャ
ザ
ー
﹂
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
労
働
党
の
ダ
ー
リ
ン
グ
元
財
務
相
は
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
の
声
明
の
内
容
に
つ
い
て
、
公
表
さ
れ
る
わ

ず
か
数
時
間
前
に
知
ら
さ
れ
た
。
ダ
ー
リ
ン
グ
は
す
ぐ
に
首
相
官
邸
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
に
電
話
し
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
権
限
移
譲
と
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
を
リ
ン
ク
す
る
こ
と
の
危

険
性
を
訴
え
た
が
、
そ
の
訴
え
は
聞
き
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
ダ
ー
リ
ン
グ
は
首
相
声
明
が
分
離
独
立
住
民
投
票
の
や
り
直
し
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
と
恐
れ
て
い
た
が
、
そ

の
懸
念
は
二
〇
一
五
年
総
選
挙
に
お
け
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
の
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
地
滑
り
的
勝
利
に
よ
っ
て
、
い
っ
そ
う
現
実
味
を
帯
び
て
き
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
（T

he 

G
uardian, 15 D

ecem
ber 2014

）。

（
26
）　

Ｂ
Ｂ
Ｃ
は
一
九
二
二
年
に
実
質
的
に
設
立
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
の
公
共
放
送
で
あ
る
。
日
本
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
（
日
本
放
送
協
会
）
を
含
め
、
世
界
の
公
共
放
送
の
モ
デ
ル
に
な
っ
て

い
る
。

（
27
）　

五
政
党
の
内
訳
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
緑
の
党
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
労
働
党
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
自
由
民
主
党
で
あ
っ
た
。
な
お
、

ス
ミ
ス
委
員
会
に
は
、
主
要
五
政
党
だ
け
で
な
く
、
労
働
組
合
な
ど
の
諸
団
体
か
ら
四
〇
七
件
の
意
見
書
が
、
そ
し
て
、
一
般
の
有
権
者
か
ら
も
一
万
八
三
八
一
件
に
も
上
る

多
く
の
意
見
書
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
（Sm

ith C
om

m
ission 2014, 10

）。

（
28
）　

所
得
税
の
基
本
税
率
は
二
〇
％
だ
っ
た
の
で
、
労
働
党
の
提
案
で
は
基
本
税
率
の
税
収
の
四
分
の
三
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
財
源
と
な
る
計
算
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
最
高

税
率
を
イ
ギ
リ
ス
の
税
率
（
四
五
％
）
か
ら
引
き
上
げ
れ
ば
、
そ
の
分
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
財
政
収
入
に
な
る
わ
け
で
あ
っ
た
。

（
29
）　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
と
は
異
な
り
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
保
守
党
は
二
〇
一
五
年
総
選
挙
に
お
い
て
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
た
。
ウ
ェ
ー
ル
ズ
保
守
党
は
、
二
七
・
二
％
の

得
票
率
で
獲
得
議
席
を
前
回
よ
り
も
三
議
席
増
や
し
て
、
一
一
議
席
を
獲
得
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
保
守
党
の
党
勢
拡
大
に
つ
い
て
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
保
守
党
よ
り
も
早
い
段
階
で
﹁
汚
名
返
上
戦
略
﹂
を
採
用
し
た
こ
と
、
そ
し
て
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
議
会
の
権
限
拡
大
の
是
非
を
問
う
二
〇
一
一
年
の
住
民
投
票
に
お
い
て
賛
成

派
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
積
極
的
に
関
与
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
人
々
の
間
で
保
守
党
は
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
利
益
を
代
表
す
る
政
党
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
広
め
た

こ
と
な
ど
が
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
（M

elding 2012

）。

（
30
）　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
が
、
近
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
有
権
者
か
ら
支
持
さ
れ
て
い
な
い
現
象
に
対
し
て
、
よ
く
聞
か
れ
る
の
が
次
の
二
つ
の
説
明
で
あ
る
。

　
　
　

一
つ
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
中
で
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
特
に
社
会
民
主
主
義
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
立
場
を
持
つ
有
権
者
が
多
い
の
で
、
右
派
政
党
で
あ
る
保
守
党
の
支
持
が
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六
七
巻
六
号�

一
〇
四

地
域
分
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と
政
党
政
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二
六
八
〇

広
が
り
に
く
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
総
選
挙
時
に
行
わ
れ
た
所
得
再
分
配
に
関
す
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
の
世
論
調
査
結
果
は
、
こ
う
し

た
説
明
を
支
持
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
政
府
が
高
所
得
層
か
ら
低
所
得
層
に
所
得
再
分
配
を
実
施
す
べ
き
か
と
い
う
質
問
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
は
三
四
％
が
同
意
し

て
い
た
の
に
対
し
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
は
四
三
％
が
同
意
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
者
の
間
の
九
ポ
イ
ン
ト
差
は
必
ず
し
も
大
き
な
も
の
で
は
な
く
、
保
守
党

が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
獲
得
し
た
得
票
率
（
三
九
・
六
％
）
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
の
得
票
率
（
一
六
・
七
％
）
の
間
の
圧
倒
的
な
格
差
を
説
明
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
は
、
右
派
保
守
主
義
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
は
異
な
り
、
左
派
急
進
主
義
が
政
治
の
主
流
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
一
般
の
見
方
は
必
ず
し
も
妥
当
で
あ
る
と
は
言
え
ず
、

む
し
ろ
両
者
の
違
い
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
の
で
あ
る
（M

itchell 2014, 281

）。

　
　
　

も
う
一
つ
の
説
明
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
に
よ
る
権
限
移
譲
へ
の
か
つ
て
の
反
対
な
ど
の
﹁
汚
名
﹂
返
上
が
進
ま
ず
、﹁
反
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
的
な
﹂﹁
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
の
政
党
﹂
と
い
う
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
刺
激
す
る
批
判
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
、
支
持
拡
大
の
大
き
な
足
か
せ
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
た
し
か
に
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
政
治
の
視
点
か
ら
見
る
と
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
の
苦
境
が
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
中
で
、

自
分
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
（Scottish
）
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
強
い
人
々
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
を
わ
ず
か
一
三
％
し
か
支
持
し
て
い
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、

イ
ギ
リ
ス
人
（B

ritish

）
と
い
う
意
識
が
強
い
人
々
や
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
と
イ
ギ
リ
ス
人
の
意
識
を
同
程
度
持
つ
人
々
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
を
二
六
％
が
支
持
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
間
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
意
識
が
強
い
人
々
が
多
数
派
と
な
っ
て
い
る
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
そ
う
し
た
人
々
の
支
持
を
得
る
こ
と

が
で
き
な
い
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
が
苦
境
に
立
っ
て
い
る
の
は
、
あ
る
意
味
当
然
の
こ
と
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
　
　

ち
な
み
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
の
間
で
は
、
保
守
党
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
（E

nglish

）
意
識
が
強
い
人
々
の
四
七
％
の
支
持
を
受
け
て
い
て
、
そ
れ
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
と

イ
ギ
リ
ス
人
の
意
識
を
同
程
度
持
つ
人
々
か
ら
の
三
八
％
の
支
持
を
上
回
っ
て
い
た
（C

urtice 2012

）。
そ
の
意
味
で
は
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
政
治
に
関
し
て
、
保
守
党

は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
か
な
り
う
ま
く
対
応
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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